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1n J apan the first constitutional government modeled after that of China was estab 
lished in the seventh century， and the writing system using Chinese characters was 

widespread among the court aristocrats. 1n this resp巴ctJ apan was comparatively behind 
other nations in the history of the world. Once the J apanese had acquired the proper 
writing system， the creative writing of poetry with a marked individuality and other rich 

forms of self expression using prose such as stories， nov巴ls，diaries， essays， etc. ftourished， 

which has continued through the twentieth century. 1n the history of world literature it 

is a distinctive phenom巴nonthat a cr巴ativeliterature of expressing personal behavior 

and psychology任ourishedin the early stage of a nation's development 

1n the J apanese history of literature， this personalism s巴emsto have temporarily 

disappeared during the turbulent period which lasted from the fifteenth to the sixteenth 

century. Howev巴r，Buko-yawa (The Night Tales of Military Exploits) published recently 

proves that the exist巴nceof this personalism is such a deeply rooted， long-continuing 

tradition of J apanes巴 literature
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制
作
の
方
法
I

松

浦

武

《
そ
れ
が
し
小
き
頃
よ
り
一
日
と
い
え
ど
も
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
義
は
泰
山

よ
り
重
き
と
心
得
候
。
(
徳
川
家
康
)
》
(
巻
十
五
)

同
じ
戦
記
文
学
で
も
『
武
功
夜
話
』
が
、
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
」
に
見
ら
れ

な
い
重
厚
感
や
迫
力
を
内
包
す
る
ゆ
え
ん
の
一
つ
は
、
そ
の
制
作
方
法
に
由
来
す
る

か
っ
か
ね

と
思
わ
れ
ま
す
。
「
武
功
夜
話
」
の
著
者
前
野
雄
程
は
、
自
家
の
武
功
を
叙
述
す
る
の

に
、
き
わ
め
て
独
創
的
な
制
作
方
法
の
考
案
者
で
し
た
。

た
い
て
い
、
ど
の
民
族
で
も
、
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
一
般
に
、
文
化
が
発

達
し
知
的
伝
統
が
集
積
す
る
に
つ
れ
て
、
一
方
で
ず
る
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
権
力

者
の
権
謀
術
数
や
策
略
に
し
て
も
、
皮
肉
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
次
第
に
発
達
し
て

ゆ
き
ま
す
。
日
本
の
十
六
世
紀
は
、
旧
秩
序
が
崩
壊
し
て
、
新
し
い
〈
権
力
と
社
会

秩
序
〉
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
変
革
期
で
す
。
日
本
全
土
を
制
覇
し
て
首
領
の
座
に

つ
こ
う
と
し
た
人
物
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
多
く
が
、
功
名
心
や
打
算
や
忠

誠
心
や
自
負
や
敵
意
や
不
安
や
恐
怖
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
、
大
小
権
力
の
帰
趨
を
め

ぐ
っ
て
、
ふ
り
ま
わ
さ
れ
た
時
代
で
す
。
そ
こ
で
は
多
く
の
殺
裁
が
行
な
わ
れ
、
大

量
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
一
介
の
牢
人
が
、
目
を
見
は
る
よ
う
な
出
世
を
し
た
半

面
、
悲
運
に
泣
い
た
莫
大
な
量
の
人
間
た
ち
が
い
た
は
ず
で
す
。

十
七
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
新
政
権
(
徳
川
幕
府
)
が
樹
立
し
、
社
会
が
二
応
の
安

定
を
み
た
と
き
、
十
六
世
紀
社
会
に
お
け
る
父
祖
の
武
功
を
、
本
格
的
に
記
述
し
よ

う
と
し
た
著
者
に
と
っ
て
、
多
く
の
困
難
が
現
前
し
た
と
思
い
ま
す
。
父
祖
の
武
勇

や
合
戦
の
記
録
を
書
い
た
人
び
と
は
、
じ
つ
に
沢
山
い
ま
す
。
し
か
し
今
日
残
っ
て

い
る
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
戦
国
軍
記
が
、
概
し
て
つ
ま
ら
な
い
理
由
の
一
つ
は
、

制
作
方
法
に
つ
い
て
無
反
省
だ
か
ら
で
す
。
『
武
功
夜
話
』
の
著
者
前
野
雄
窪
は
、
こ

う
い
う
人
び
と
と
違
っ
て
い
ま
し
た
。
史
実
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
単
純
で
な
く
、

い
わ
ば
〈
裏
が
あ
る
〉
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
〈
真
実
〉
に
迫
る
こ
と
が
容
易
で

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
著
者
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
事
実
〉
と
い
わ
れ
て
い
る

奥
に
、
〈
真
実
〉
を
発
見
し
よ
う
と
し
て
腐
心
し
た
の
で
す
。

そ
こ
で
著
者
は
第
一
に
、
著
作
に
必
要
な
資
料
の
収
集
に
力
を
そ
そ
ぎ
ま
し
た
。

幸
い
祖
父
や
父
が
、
多
く
の
一
記
録
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
満

足
せ
ず
、
他
の
文
書
や
記
録
類
、
体
験
者
の
口
語
り
や
自
己
の
体
験
を
き
ょ
く
り
よ

く
収
集
、
そ
の
相
違
を
注
意
深
く
見
き
わ
め
て
、
著
作
に
あ
た
っ
て
は
、
出
所
を
明

示
し
な
が
ら
併
存
さ
せ
、
安
易
な
判
断
を
避
け
た
の
で
す
。
判
断
を
避
け
た
ば
か
り

で
な
く
、
資
料
に
よ
る
〈
お
の
れ
の
認
識
〉
を
こ
え
る
世
界
を
排
除
し
ま
し
た
。
〈
形

象
化
す
る
世
界
〉
に
意
識
的
に
限
界
を
設
定
し
た
の
で
す
。
自
家
の
父
祖
に
関
す
る

武
功
を
中
心
に
書
く
の
で
す
か
ら
、
見
栄
や
誇
り
や
身
び
い
き
が
、
お
の
ず
か
ら
働

き
が
ち
で
す
が
、
著
者
は
ス
ト
イ
ッ
ク
に
、
こ
う
い
う
感
情
を
抑
制
し
て
、
〈
事
実
〉

〈
真
実
〉
に
執
着
し
ま
し
た
。
父
祖
の
恥
も
ま
た
〈
事
実
〉
で
あ
り
〈
真
実
〉
で
あ

る
か
ぎ
り
、
容
赦
な
く
叙
述
し
た
の
で
す
。

第
二
に
、
可
能
な
か
ぎ
り
〈
真
実
〉
に
迫
る
た
め
に
、
一
つ
の
事
件
、
一
つ
の
事

態
を
え
が
く
の
に
、
資
料
の
相
違
が
究
め
が
た
い
と
き
違
い
を
併
記
し
た
だ
け
で
な

く
、
事
件
。
事
態
に
か
か
わ
っ
た
人
物
の
過
去
を
顧
み
た
り
、
そ
の
後
に
お
け
る
彼

の
人
生
を
援
用
し
た
り
し
ま
し
た
。
あ
る
合
戦
、
あ
る
情
勢
に
積
極
的
に
参
加
し
た

り
、
ま
き
こ
ま
れ
た
り
し
た
人
物
の
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
過
去
の
生
い
立
ち
、
そ

れ
以
後
に
彼
の
辿
っ
た
人
生
を
、
同
時
に
見
す
え
る
こ
と
で
、
〈
真
実
〉
に
迫
ろ
う
と
部

し
た
の
で
す
。
私
が
こ
の
拙
論
で
考
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
前
野
雄
喜
の
、
こ
の
よ
養

う
な
制
作
方
法
に
関
し
て
論
究
す
る
こ
と
で
す
。
『
武
功
夜
話
』
は
今
日
も
生
命
を
も
教

っ
て
い
て
、
単
な
る
戦
国
回
顧
の
物
語
で
は
な
い
の
で
す
。
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1 

武

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
武
功
夜
話
』
の
傑
作
た
る
所
以
の
一
つ
は
、
一
個
の

人
物
を
認
識
す
る
の
に
、
当
面
の
事
件
な
り
事
態
な
り
に
お
い
て
だ
け
、
と
ら
え
な

い
こ
と
で
す
。
『
武
功
夜
話
」
中
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
に
対
す
る
作
者
前
野
雄
奮
の

認
識
は
、
「
武
功
夜
話
』
の
執
筆
中
、
つ
ね
に
彼
ら
の
生
涯
と
そ
の
春
属
に
及
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
認
識
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
〈
そ
の
人
物
の
長
い
生
涯
に
お
い
て
当
面

す
る
一
事
件
、
一
事
態
〉
が
形
象
化
さ
れ
る
の
で
、
主
た
る
登
場
者
た
ち
は
、
一
事

件
、
一
事
態
を
形
づ
く
る
一
片
の
人
物
で
は
な
く
な
り
、
他
の
箇
所
に
お
け
る
他
の

事
実
、
他
の
人
物
と
密
接
に
か
か
わ
り
つ
ミ
つ
け
て
、
作
品
が
独
特
の
〈
奥
行
〉
を
も

つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
ヒ
ー
ロ
ー
型
人
物
は
多
々
あ
る
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
著
者
雄
喜
の
父

雄
善
の
場
合
で
す
。
作
者
は
官
頭
い
き
な
り
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。
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《
一
、
親
助
六
尉
(
雄
差
口
)
尾
州
清
須
御
域
退
去
候
は
、
慶
長
寅
の
年
三
六

O

二
)
の
夏
越
方
の
事
、
先
年
関
ケ
原
に
お
い
て
先
手
押
し
懸
り
手
負
候
釦
餅
な
か

な
か
も
っ
て
癒
申
さ
ず
、
為
に
相
果
て
侯
な
り
。
親
父
様
(
雄
善
)
よ
く
よ
く
南

窓
庵
に
よ
り
て
諸
事
書
留
め
候
帳
、
併
家
伝
記
、
先
祖
系
図
書
等
の
古
証
文
の
散

逸
を
お
そ
れ
書
き
留
め
候
と
こ
ろ
、
慶
長
巳
の
年
三
六

O
五
)
業
な
か
ば
に
し

て
相
果
て
候
な
り
。
・
:
・
:
一
、
親
父
様
助
六
尉
、
存
命
な
さ
れ
候
頃
は
、
常
円
駐
、

こ
れ
は
前
野
清
助
般
の
事
、
同
九
郎
兵
衛
慰
、
当
屋
敷
角
の
南
窓
庵
へ
罷
り
参
じ
、

終
日
語
り
合
い
候
。
親
類
最
者
あ
わ
せ
地
下
の
人
々
、
そ
の
ほ
か
知
音
の
人
々
、

よ

も

や

ま

旅
の
御
方
ど
も
夜
な
夜
な
罷
り
あ
り
、
四
方
八
方
の
旅
話
の
御
談
義
こ
れ
あ
り
、

深
更
に
及
び
し
事
も
御
座
候
へ
ば
、
わ
れ
(
雄
窪
)
共
も
、
そ
の
場
に
居
合
せ
耳

を
か
た
む
け
聞
き
居
り
候
な
り
。
前
野
清
助
般
、
寿
を
重
ね
候
も
、
な
お
も
っ
て

壮
健
た
れ
ば
語
り
上
手
に
あ
ら
せ
ら
れ
候
。
九
郎
兵
衛
も
諸
覚
え
堪
能
な
る
御
仁

に
候
ゆ
え
、
わ
れ
も
童
ど
も
も
刻
を
う
ち
忘
れ
聴
入
り
候
な
り
。
御
両
人
は
若
年

の
頃
よ
り
陣
出
入
り
、
取
合
い
の
一
件
一
件
を
詳
し
く
申
し
語
り
候
。
わ
れ
も
御

袋
様
(
雄
善
妻
)
も
親
交
様
(
雄
善
)
も
御
同
座
、
諸
国
の
陣
の
一
党
中
の
武
辺

の
数
々
の
振
舞
い
等
、
し
か
じ
か
あ
れ
よ
こ
れ
よ
と
つ
き
る
事
な
く
、
面
白
中
野

自
〉

し
き
件
、
阿
々
大
笑
候
え
ば
、
は
た
ま
た
無
念
、
痛
恨
遺
る
方
な
く
、
一
同
呆
然

と
泊
を
相
催
し
侯
事
、
田
植
難
辛
苦
よ
く
や
そ
今
日
ま
で
生
き
な
が
ら
え
候
は
、
誠
に

御
目
出
度
く
候
。
》
(
巻
一
)

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
戦
国
乱
世
を
生
き
の
び
え
た
交
や
一
族
縁
者
の
回
顧
の
あ
り

さ
ま
を
記
し
て
い
ま
す
。
南
窓
庵
と
い
う
の
は
何
か
。
《
当
面
野
)
屋
敷
対
的
の

土
居
下
に
南
窓
庵
と
申
し
伝
え
候
一
庵
御
座
候
。
こ
の
小
庵
は
、
先
祖
小
次
郎
尉
宗

康
(
雄
窪
曽
祖
父
)
よ
り
寛
永
の
今
の
世
(
一
六
三
四
こ
ろ
)
な
お
存
す
る
な
り
。

・
:
東
照
神
君
(
徳
川
家
康
)
天
下
を
治
め
給
う
に
よ
り
元
和
(
一
六
一
五
!
一
六

二
四
)
以
来
、
四
海
平
穏
、
百
姓
安
堵
し
て
荒
蕪
開
耕
、
百
姓
の
業
蟻
な
り

0

・:

憶
え
ば
天
文
@
弘
治
(
一
五
三
二

l
一
五
五
八
)
以
来
、
我
等
党
中
の
者
、
長
鑓
@

孤
剣
に
勇
を
競
っ
て
唱
障
す
る
と
い
え
ど
も
功
成
り
難
く
、
こ
れ
弓
箭
の
業
ゃ
ん
ぬ

る
事
に
候
哉
。
:
:
:
》
(
巻
一
)
と
い
う
、
前
野
本
家
伝
来
の
庵
で
す
。
こ
の
庵
で
往

時
を
記
録
し
た
り
語
っ
た
り
し
た
父
雄
善
は
、
《
慶
長
壬
寅
の
年
三
六

O
二
〉
の
事
、

親
助
六
尉
、
ゆ
え
あ
っ
て
清
須
御
城
永
の
御
暇
、
在
所
前
野
村
南
窓
庵
に
塾
居
候
。

両
三
年
存
命
の
後
、
相
果
て
候
》
(
巻
二
)
と
、
く
り
か
え
し
父
の
終
鷲
を
語
っ
て
い

ま
す
。
『
武
功
夜
話
」
中
の
主
要
人
物
、
数
奇
の
人
生
を
た
ど
っ
た
雄
善
が
、
そ
の
晩

年
、
彼
の
死
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
暫
く
進
行
す
る
と
、
雄
千
五
回
は
、
前
野
家
の
系
譜
中
の
点
景
的
一
人
物
と
し

て
表
記
さ
れ
ま
す
。

3 

坂織
孫田
九信
郎長
尉公
(の
雄き御
吉t知
、行

雄の
富宛号
祖行?:
父状
¥ーノ 、

今
に
所
持
仕
る
。
前
野
孫
九
郎
、
後
改
め

の
事
、
小
坂
久
蔵
・
同
源
九
郎
亡
き
後
、
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信
長
公
、
小
坂
の
家
の
断
絶
を
惜
し
み
給
い
、
孫
九
郎
尉
を
し
て
小
坂
の
名
跡
を

襲
わ
し
め
給
う
な
り
。
:
:
:
こ
れ
は
岩
倉
落
去
(
信
長
が
織
田
信
安
・
信
賢
を
亡

ち

や

せ

ん

ふ

ゃ

く

ぼ
し
た
こ
と
)
の
後
、
若
君
御
茶
莞
様
(
信
長
二
男
信
雄
)
の
停
役
を
仰
せ
付
け

の
ぷ
か
つ

ら
れ
、
何
て
御
台
地
三
千
貫
文
を
御
拝
領
、
な
お
信
雄
公
よ
り
雄
の
一
字
を
頂
戴

仕
り
、
:
:
:
孫
九
郎
尉
の
室
は
三
輪
氏
、
そ
の
子
、
助
六
尉
(
雄
善
)
、
孫
八
郎
(
雄

長
〉
、
平
之
丞
、
仙
十
郎
、
由
之
助
。
女
子
二
人
あ
り
、
こ
の
女
子
は
、
尾
州
星
崎

の
住
人
山
口
半
左
衛
門
重
政
の
室
と
成
る
。
又
の
一
人
は
、
鵜
飼
十
兵
衛
の
室
と

成
る
。
》
(
巻
一
〉

『武功夜話jの文芸的研究(2 )一一制作の方法一一一

と
い
っ
た
叙
述
で
す
。
『
武
功
夜
話
』
は
、
前
野
家
の
古
い
歴
史
を
ち
り
ば
め
な
が
ら
、

ほ
ぼ
一
五
五

O
年
こ
ろ
か
ら
一
六

0
0年
代
の
初
頭
に
い
た
る
前
野
家
中
心
の
史
実

が
、
原
則
と
し
て
時
代
順
に
叙
述
さ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
、
つ
ま
り
巻
一
に
お

い
て
、
早
く
も
雄
善
の
生
も
死
も
記
述
さ
れ
、
作
者
雄
謹
の
胸
中
で
は
、
数
十
年
の

歴
史
が
、
い
わ
ば
自
在
に
、
過
去
現
在
を
往
来
し
て
い
る
の
で
す
。

『
武
功
夜
話
』
に
よ
っ
て
雄
善
の
人
生
を
た
ど
る
と
、
彼
の
人
生
も
、
多
く
の
登

場
者
た
ち
と
と
も
に
、
文
字
ど
お
り
波
欄
万
丈
、
苦
難
の
く
り
か
え
し
で
し
た
。
そ

の
ぷ
か
つ

れ
を
略
記
す
る
と
、
ま
ず
織
田
信
長
の
二
男
た
る
信
雄
の
近
習
と
し
て
出
仕
し
ま
す
。

信
雄
は
信
長
の
死
後
、
そ
の
後
継
者
た
り
え
ず
、
尾
張
国
を
中
心
に
し
て
、
約
百
万

石
の
一
大
名
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
父
信
長
に
比
す
れ
ば
、
ひ
ど
い
転
落
で
す
。

羽
柴
秀
吉
と
柴
田
勝
家
が
合
戦
に
及
ん
だ
と
き
、
雄
善
は
、
秀
吉
方
に
つ
い
た
信
雄

傘
下
に
あ
っ
て
出
陣
奮
闘
、
一
年
の
の
ち
、
こ
ん
ど
は
秀
吉
と
信
雄
が
対
立
す
る
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
は
、
信
雄
塵
下
で
、
伊
勢
峰
域
の
防
衛
に
父
と
と
も
に
出
陣
、

敗
退
し
て
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
帰
る
。
帰
る
や
い
な
や
、
木
曽
川
河
畔
に
あ
る
加
賀

の
井
城
の
加
勢
に
出
陣
の
命
令
を
う
け
て
寵
城
、
こ
れ
ま
た
落
城
、
や
っ
と
城
を
脱

出
し
て
、
辛
う
じ
て
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
の
で
し
た
。
そ
の
あ
と
蟹
江
合
戦
で
は
、
自

分
の
妹
の
救
済
に
苦
労
し
ま
す
。
信
雄
が
秀
吉
と
講
和
し
た
あ
と
、
秀
吉
の
越
中
佐
々

成
政
攻
め
、
小
田
原
の
北
条
攻
め
に
は
、
ま
た
信
雄
謄
下
の
武
将
と
し
て
参
戦
し
ま

す
。
小
田
原
攻
め
の
と
き
信
雄
は
、
伊
豆
車
川
山
城
攻
撃
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
信
雄
は
無
能
の
責
任
を
と
わ
れ
て
、
秀
吉
の
た
め
に
不
意
に
那
須
へ
放
逐
さ
れ
る
。

主
君
が
改
易
さ
れ
た
尾
張
国
は
羽
柴
秀
次
の
所
領
に
な
っ
て
、
雄
善
一
家
は
伝
来
の

所
領
地
を
召
し
上
げ
ら
れ
在
所
に
聾
居
、
困
窮
し
ま
す
。
雄
善
の
叔
父
前
野
長
康
が

秀
吉
の
重
臣
だ
っ
た
の
で
嘆
願
、
そ
の
口
添
え
で
、
や
っ
と
所
領
の
一
部
だ
け
は
返

還
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
秀
吉
が
朝
鮮
侵
攻
を
く
わ
だ
て
る
と
、
秀
吉
か
ら
疎
外
さ
れ

て
い
た
信
雄
は
許
さ
れ
た
が
、
元
の
主
君
と
い
う
因
縁
で
そ
の
信
雄
か
ら
、
雄
善
は

父
雄
吉
と
と
も
に
召
集
さ
れ
て
大
坂
へ
ゆ
き
、
さ
ら
に
九
州
肥
前
の
名
護
屋
ま
で
出

征
し
て
ゆ
き
ま
す
。
叔
父
前
野
長
康
が
豊
臣
秀
次
の
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
て
切
腹
す

る
と
、
ま
た
身
辺
が
あ
や
し
く
な
り
福
島
正
則
の
力
ぞ
え
で
や
っ
と
故
郷
へ
帰
っ
て

く
る
。や

が
て
秀
吉
が
死
ぬ
と
、
徳
川
と
豊
臣
が
天
下
を
分
け
る
関
ケ
原
の
合
戦
に
な
る
。

と
き
に
尾
張
の
領
主
は
福
島
正
則
な
の
で
す
が
、
彼
は
家
康
磨
下
の
武
将
と
し
て
上

杉
氏
攻
撃
の
た
め
関
東
へ
赴
い
て
い
て
、
雄
善
た
ち
は
、
ど
ち
ら
に
つ
く
か
、
去
就

が
き
め
ら
れ
な
い
。
石
田
三
成
の
指
令
を
う
け
た
密
使
か
ら
、
雄
善
の
所
へ
、
豊
臣

方
へ
つ
く
べ
く
誘
い
が
か
か
る
。
織
田
信
雄
は
豊
臣
方
に
つ
く
と
い
う
噂
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
雄
善
一
家
は
さ
ん
ざ
ん
困
惑
し
た
あ
げ
く
、
尾
張
の
人
び
と
の
対
献
に
随

っ
て
、
帰
国
し
た
福
島
正
則
嘩
下
に
加
わ
り
、
岐
阜
城
(
石
田
三
成
方
に
つ
い
た
信

長
の
孫
織
田
秀
信
が
い
た
)
攻
め
、
さ
ら
に
転
戦
し
て
、
関
ケ
原
へ
向
か
い
、
こ
こ

で
奮
戦
し
て
負
傷
|
そ
れ
相
応
の
手
が
ら
を
た
て
て
、
や
っ
と
恵
ま
れ
た
晩
年
が
お

と
ず
れ
る
は
ず
で
し
た
。
だ
が
雄
善
は
、
あ
く
ま
で
悲
運
の
人
で
し
た
。
豊
臣
方
が

敗
退
し
、
家
康
の
子
徳
川
忠
士
口
、
が
入
城
し
た
尾
張
清
須
城
で
僚
友
と
口
論
、
喧
嘩
両

成
敗
と
い
う
わ
け
で
、
浪
人
の
身
と
な
っ
て
前
野
村
へ
帰
っ
た
の
で
し
た
。

右
に
略
記
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
描
写
は
詳
細
を
き
わ
め
て
い
ま
す
。
『
武
功
夜
話
」
の

作
者
前
野
雄
翠
は
、
父
雄
善
の
折
々
の
実
状
や
彼
を
め
ぐ
る
状
況
を
、
彼
自
身
の
晩

年
と
対
照
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
に
詳
述
し
て
ゆ
く
の
で
す
。
前
野
村
の
豪
族
だ
っ
た

前
野
雄
善
が
、
か
く
も
苦
難
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
彼
の
父
十
四

4 



代
当
主
雄
士
口
も
そ
う
で
す
が
、
単
純
に
《
勢
家
に
娼
び
、
利
に
奔
る
》
こ
と
の
で
き

な
い
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
前
野
家
の
十
五
代
当
主
た
る
雄
善
は
、
土
豪
と
し
て
お

の
れ
の
村
落
共
同
体
を
か
か
え
、
行
動
を
規
制
さ
れ
が
ち
で
し
た
。
叔
山
市
〈
の
長
康
や

勝
長
の
よ
う
に
、
自
分
の
実
力
に
よ
る
奔
放
な
活
動
が
し
に
く
い
環
境
で
し
た
。
二

人
の
叔
父
も
悲
劇
の
終
末
を
遂
げ
る
の
で
一
概
に
一
マ
一
口
え
ま
せ
ん
が
、
雄
善
の
場
合
、

秀
吉
@
家
康
に
比
す
れ
ば
、
遥
か
に
器
の
小
さ
い
織
田
信
雄
の
麿
下
か
ら
、
な
か
な

か
脱
出
で
き
な
か
っ
た
の
が
不
幸
の
原
因
で
あ
っ
て
、
父
の
と
き
か
ら
織
田
信
長
e

信
雄
に
従
っ
た
織
田
家
の
恩
誼
に
報
じ
よ
う
と
す
る
保
守
的
廉
潔
感
が
わ
ざ
わ
い
し

た
の
で
す
。

)E¥; 

雄
善
は
、
戦
陣
に
あ
っ
て
何
度
も
命
び
ろ
い
し
ま
し
た
。
以
下
に
述
べ
る
の
は
、

秀
吉
対
信
雄
合
戦
に
お
け
る
伊
勢
峰
城
の
戦
い
の
と
き
で
す
。
天
正
十
二
年
(
一
五

八
四
)
三
月
、
信
雄
配
下
に
あ
っ
た
雄
善
は
文
雄
吉
と
と
も
に
北
伊
勢
へ
出
陣
し
ま

し
た
。
彼
ら
一
行
四
二
九
人
は
、
総
大
将
佐
久
間
正
勝
磨
下
に
入
り
、
総
勢
四
六

O

O
人
余
り
の
軍
勢
で
し
た
。
そ
し
て
秀
吉
方
の
大
軍
と
対
戦
し
た
の
で
す
が
、
さ
ん

ざ
ん
の
敗
戦
で
し
た
。
い
よ
い
よ
退
却
を
決
し
た
と
き
、
佐
久
間
塵
下
の
諸
将
が
協

し
ん
が
り
ぐ
ん

議
、
最
も
危
険
な
《
敵
軍
》
を
申
し
出
た
の
は
、
雄
士
口
の
知
友
関
甚
五
兵
衛
で
し

た

占用松108 

《
こ
の
時
関
甚
五
兵
衛
進
み
出
で
申
し
け
る
は
、
「
今
に
至
り
大
軍
に
向
い
一
戦
を

始
む
る
は
無
用
な
り
。
今
朝
よ
り
の
取
合
い
に
す
で
に
味
方
の
大
半
を
失
え
り
、

御
主
(
信
雄
)
に
面
白
な
き
儀
に
候
も
此
処
は
一
ま
ず
明
退
く
に
し
か
ず
。
そ
れ

し
ん
が
り

が
し
股
仕
ら
ん
ほ
ど
に
早
く
退
れ
よ
」
と
申
さ
れ
け
る
。
甚
五
兵
衛
覚
悟
の
心
林

に
候
、
関
甚
五
兵
衛
、
孫
九
郎
(
雄
土
口
)
の
旧
功
の
人
な
り
。
年
来
の
誼
み
深
け

れ
ば
「
我
等
も
共
に
冥
土
の
御
伴
仕
ら
ん
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
甚
五
兵
衛
「
お

ぼ
し
め
し
は
有
難
く
存
ず
れ
ど
も
、
御
覧
の
如
く
寄
手
お
び
た
だ
し
き
人
数
、
覚

悟
な
く
て
は
切
り
抜
け
難
し
、
御
家
存
亡
の
時
に
侯
、
佐
久
間
肢
と
共
に
返
し
給

し
ん
が
り
じ
ん

え
」
と
、
郎
党
と
も
に
勇
み
立
ち
聞
き
入
れ
ざ
る
な
り
。
「
し
か
ら
ば
御
辺
殿
陣

致
さ
ば
、
そ
れ
が
し
ど
も
先
手
を
承
り
切
っ
て
出
で
ん
」
、
互
い
に
今
宵
限
り
の
命
、

永
年
の
誼
み
忘
れ
難
く
候
も
、
思
い
定
め
て
引
き
退
き
け
る
。
峰
の
城
、
夜
中
忍

び
出
で
、
上
方
勢
(
秀
吉
方
)
一
柳
市
助
、
加
藤
作
内
、
滝
川
将
監
の
障
の
真
中

を
切
り
崩
し
駆
け
抜
け
浜
手
(
伊
勢
湾
の
方
向
)
へ
向
い
候
な
り
。
こ
の
夜
、
満

月
中
天
に
輝
き
渡
り
、
寄
手
、
城
を
明
け
退
く
を
見
て
取
り
、
八
方
よ
り
懸
り
合

い
行
路
を
塞
ぎ
、
多
人
数
を
も
っ
て
只
一
篇
に
討
ち
取
ら
ん
と
取
り
囲
み
、
切
り

立
て
ら
れ
、
見
る
見
る
討
ち
果
さ
れ
、
必
死
に
切
り
抜
け
候
者
僅
に
三
十
有
余
騎
、

辛
く
も
浜
手
の
浜
田
郷
へ
た
ど
り
着
き
、
浜
田
与
右
衛
門
掛
け
置
き
候
番
船
に
て

海
上
、
長
島
(
伊
勢
、
信
雄
居
城
)
へ
逃
れ
候
な
り
。
ま
こ
と
に
九
死
に
一
生
を

得
た
る
退
き
戦
に
候
な
り
。
》
(
巻
十
三
)

さ
ら
に
別
の
箇
所
で
は
、
《
敵
盲
一
一
(
近
に
追
り
来
た
り
陣
形
を
立
て
直
す
間
も
相
無

く
、
助
六
尉
(
雄
善
)
は
親
孫
九
郎
(
雄
士
口
)
と
一
二
十
丁
ば
か
り
引
き
離
れ
候
。
舎

弟
孫
八
郎
(
雄
長
)
、
青
木
一
郎
兵
衛
、
平
井
源
太
郎
等
十
五
、
六
騎
ば
か
り
、
助
六

か
ち

尉
は
馬
を
討
ち
捕
ら
れ
徒
立
ち
と
相
成
り
切
り
結
び
候
、
郎
党
の
源
太
郎
、
与
兵
次

相
随
い
候
。
こ
の
辺
り
は
木
立
ち
相
無
く
身
を
隠
す
こ
と
も
成
ら
ず
・
・
・
》
(
巻
十
二
)

と
苦
戦
ぶ
り
を
記
し
て
い
ま
す
。
関
甚
五
兵
衛
は
負
け
い
く
さ
の
中
で
最
も
自
己
犠

牲
的
な
献
策
を
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
戦
死
し
ま
す
。
雄
善
は
自
分
た
ち
だ
け

助
か
っ
た
こ
と
に
、
よ
ほ
ど
負
担
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
、
「
武
功
夜
話
」
に
は
、
《
関

甚
五
齢
、
乱
軍
の
聞
に
討
死
、
家
人
も
大
方
討
ち
捕
ら
れ
候
、
関
甚
五
兵
衛
殿
は
尾

州
西
郡
の
人
、
豪
勇
の
人
な
り
。
停
関
弥
平
次
僅
か
に
六
騎
と
相
成
り
石
薬
師
に
追

い
付
き
候
な
り
。
》
(
巻
十
二
)
、
《
関
甚
五
兵
衛
、
殻
仕
る
乱
軍
の
聞
に
相
果
候
。
外

聞
面
白
こ
れ
な
き
次
第
な
り
。
》
(
巻
十
四
)
と
、
く
り
か
え
し
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

雄
善
は
「
南
窓
庵
記
」
に
記
録
し
た
だ
け
で
な
く
、
後
に
作
者
雄
喜
に
語
り
も
し
た

の
で
『
武
功
夜
話
』
は
、
こ
の
敗
戦
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
度
に
わ
た
っ
て
叙
述
し
て
い

ま
す
。

5 
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『
武
功
夜
話
」
は
、
前
野
雄
善
だ
け
が
主
人
公
を
な
し
て
単
一
に
展
開
す
る
作
品

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幾
人
も
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
人
物
が
、
↑
輯
鞍
並
存
し
な
が
ら
進

行
す
る
の
で
、
雄
善
だ
け
を
作
中
か
ら
と
り
あ
げ
る
と
、
「
武
功
夜
話
」
が
も
っ
構
造

上
の
魅
力
は
半
減
す
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
私
が
く
り
か
え
し
述
べ
て
お
き
た
い
の

は
、
作
者
雄
謹
が
〈
雄
差
口
の
現
在
の
時
間
と
過
去
の
時
間
〉
を
自
由
に
往
来
す
る
制

作
法
を
と
っ
た
た
め
、
〈
作
品
を
構
成
す
る
時
間
〉

1

1

い
わ
ゆ
る
人
間
的
時
間
が
、

奥
行
を
増
し
、
立
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
京
都
の
街
を
見
渡
す
と
、
現
代
建

築
た
る
ビ
ル
や
テ
レ
ビ
塔
と
と
も
に
寺
々
や
寺
院
の
塔
、
檎
皮
ぶ
き
の
古
代
建
築
が

聾
え
て
、
新
旧
並
存
す
る
。
私
た
ち
は
そ
こ
に
、
歴
史
の
重
み
、
史
的
時
間
の
重
層

化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
市
の
美
観
が
重
厚
な
も
の
に
な
る
の
で
す
。
パ
リ

や
西
安
の
魅
力
で
も
あ
る
の
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
街
が
、
い
か
に
近
代
建
築
と
、

舗
装
さ
れ
た
見
事
な
道
路
で
、
そ
の
美
観
を
ほ
こ
ろ
う
と
も
、
都
市
と
し
て
の
史
的

立
体
観
に
欠
け
る
で
し
ょ
う
。
例
え
は
異
質
す
、
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
の

重
層
化
が
感
じ
ら
れ
る
点
で
似
て
い
ま
す
。

『武功夜話jの文芸的研究(2 )一一一制作の方法

2 

『
武
功
夜
話
』
が
重
厚
感
の
あ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
所
以
は
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
制
作
の
方
法
と
し
て
、
も
う
一
つ
考
え
る
べ
き
は
、
作
者
雄

翠
が
十
六
世
紀
後
半
の
様
相
を
え
が
く
に
あ
た
っ
て
、
対
象
化
す
る
世
界
を
き
わ
め

て
意
識
的
に
限
定
し
た
こ
と
で
す
。
彼
は
え
が
く
世
界
を
無
理
に
広
め
よ
う
と
し
な

い
、
認
識
し
形
象
化
す
る
世
界
に
厳
重
な
限
界
を
も
う
け
て
い
る
の
で
す
。
ど
ん
な

小
説
・
物
語
で
も
、
形
象
化
に
限
界
が
設
定
し
て
あ
る
の
は
、
制
作
の
方
法
と
し
て

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
『
武
功
夜
話
』
の
場
合
の
〈
形
象
化
に
お
け
る
限
界
設
定
〉
は
、

特
異
な
方
法
を
内
に
も
っ
て
い
ま
す
。

一
五
八
二
年
(
天
正
十
年
)
六
月
二
日
、
本
能
寺
の
変
が
起
き
た
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
明
智
光
秀
が
謀
叛
を
企
て
織
田
信
長
を
本
能
寺
に
襲
っ
て
、
自
害
さ
せ
た
事

件
で
す
。
こ
の
事
件
を
正
面
か
ら
記
述
し
た
の
は

『
信
長
公
記
』

で
す
。

全
ハ
月
朔
目
、
夜
に
入
り
丹
波
国
亀
山
に
て
惟
任
日
向
守
(
明
智
光
秀
)
逆
心
を

企
て
、
明
智
左
馬
助
・
明
智
次
右
衛
門
@
藤
田
伝
五
@
斎
藤
内
蔵
佐
、
是
等
と
し

て
談
合
を
相
究
め
、
信
長
を
討
果
し
天
下
の
主
と
な
る
べ
き
調
儀
を
究
め
、
亀
山

よ
り
中
国
へ
は
三
草
越
え
を
仕
候
。
品
一
A

を
引
返
し
、
東
向
き
に
馬
の
首
を
並
べ
、

老
の
山
へ
上
り
、
山
崎
よ
り
摂
津
国
地
を
出
勢
す
べ
き
の
旨
、
諸
卒
に
申
触
れ
、

談
合
の
者
共
に
先
手
を
申
し
付
け
、
六
月
朔
日
夜
に
入
り
、
者
の
山
へ
上
り
、
右

へ
行
く
道
は
山
崎
天
神
馬
場
、
撰
津
国
皆
道
な
り
。
左
へ
下
れ
ば
京
へ
出
る
道
な

あ
け
が
た

り
。
霊
を
左
へ
下
り
、
桂
川
打
越
し
、
漸
く
夜
も
明
方
に
ま
か
り
な
り
候
。

既
に
信
長
公
御
座
所
本
能
寺
取
巻
き
、
勢
衆
四
方
よ
り
乱
れ
入
る
な
り
。
信
長

も
御
小
姓
衆
も
、
当
座
の
喧
嘩
を
下
々
の
者
共
仕
出
し
候
と
思
食
さ
れ
候
の
処
、

一
向
さ
は
な
く
、
と
き
の
声
を
上
げ
、
御
殿
へ
鉄
焔
を
打
入
れ
候
。
是
は
謀
叛
欺
、

闘

如
何
な
る
者
の
企
ぞ
と
御
誌
の
処
に
、
森
乱
申
す
様
に
、
明
智
が
者
と
見
え
申
候

と
言
上
候
へ
ば
、
是
非
に
及
ば
ず
と
上
意
候
。
透
を
あ
ら
せ
ず
、
御
慰
へ
乗
入
り
、

面
御
堂
の
御
番
衆
も
御
股
へ
一
手
に
な
ら
れ
候
。
》
(
巻
十
五
)

6 

か
く
し
て
信
長
の
少
な
い
臣
下
た
ち
が
懸
命
に
防
戦
し
な
が
ら
、
次
々
に
討
死
、

そ
の
あ
と
信
長
の
最
期
を
記
述
し
、
信
長
の
長
男
信
忠
の
対
応
と
奮
戦
討
死
へ
記
述

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
《
信
長
初
め
に
は
御
弓
を
取
合
ひ
、
二
a

三
つ
遊
ば
し
候
へ
ば
、

何
れ
も
時
刻
到
来
侯
て
、
御
弓
の
絃
切
れ
、
其
後
御
鑓
に
て
御
戦
ひ
な
さ
れ
、
御
肘

か
う
む

に
鑓
庇
を
被
ら
れ
引
退
き
、
是
迄
御
そ
ば
に
女
共
付
き
そ
ひ
て
居
り
申
候
を
、
女
は

く
る
し
か
ら
ず
、
急
ぎ
罷
出
で
よ
と
仰
せ
ら
れ
、
追
出
さ
せ
ら
れ
、
既
に
御
般
に
火

や

け

き

た

あ

る

ま

じ

き

を
懸
け
焼
来
り
候
。
御
姿
を
御
見
せ
有
間
敷
と
思
食
さ
れ
候
欺
、
股
中
奥
深
く
入
り

お

な

ん

ど

な

き

け

な

く

給
ひ
、
内
よ
り
も
御
南
戸
の
口
を
引
立
て
無
情
御
腹
め
さ
れ
・
:
:
》
こ
れ
が
信
長
最

期
の
全
文
で
す
。
『
信
長
公
記
』
の
著
者
太
田
牛
一
は
、
ま
ず
明
智
方
に
視
点
を
そ
そ

ぎ
、
つ
い
で
織
田
方
に
視
点
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
記
述
し
て
い
ま
す
。
彼
の
文
章
は
つ



武

伝
記
作
者
ら
し
い
ソ
ツ
の
な
い
文
体
で
、
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か

。ょっこ

し
事
実
の
叙
述
を
こ
え
る
迫
力
に
欠
け
ま
す
。
同
時
代
に
大
村
由
己
と
い
う
才
人
が

い
て
一
秀
吉
の
お
伽
衆
を
つ
と
め
、
「
明
智
討
」
「
柴
田
討
」
と
い
う
能
本
ま
で
書
い
て

秀
吉
の
事
蹟
を
顕
彰
し
た
人
物
で
す
が
、
彼
も
『
惟
任
退
治
記
』
を
書
い
て
い
ま
す
。

「
惟
任
」
は
む
ろ
ん
明
智
光
秀
の
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
大
村
由
己
の
学
識
が

街
学
性
を
お
び
て
、
漢
文
調
の
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
語
葉
が

事
件
の
深
刻
に
惨
透
し
え
な
い
弱
点
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
本
能
寺
事
件
の
全
的
叙
述
に
対
し
て
『
武
功
夜
話
』
の
作
者
は
、
本
能

寺
襲
撃
の
現
場
を
い
っ
さ
い
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
雄
喜
一
族
の
人
び
と
は
、
一
人

も
こ
の
場
面
に
遭
遇
せ
ず
、
い
わ
ば
、
彼
ら
の
認
識
の
外
で
起
き
た
事
件
だ
っ
た
の

で
す
。
本
能
寺
の
事
件
の
と
き
、
織
田
信
雄
配
下
の
前
野
雄
土
口
@
雄
善
父
子
は
伊
勢

へ
出
陣
し
て
い
ま
し
た
。

ね
に
、

浦

《
今
度
の
異
変
、
勢
州
表
の
様
子
、
親
亀
斎
(
雄
善
)
申
し
語
り
侯
事
。
一
、
こ

の
時
、
祖
父
孫
九
郎
尉
(
雄
吉
)
、
並
び
に
親
助
六
尉
(
雄
善
)
、
一
党
衆
は
、
勢

州
飯
高
郡
松
ケ
島
城
に
罷
り
在
り
候
由
に
候
な
り
。
御
内
府
公
(
信
長
)
本
能
寺

に
お
い
て
御
自
害
、
同
日
二
条
城
中
に
お
い
て
、
岐
阜
中
将
般
(
信
忠
)
御
自
害
、

何
れ
も
明
智
日
向
守
逆
心
の
た
め
無
念
の
御
最
期
の
注
進
、
安
土
の
在
番
蒲
生
右

兵
衛
大
夫
(
賢
秀
)
よ
り
早
馬
に
て
、
松
ケ
島
の
信
雄
卿
御
元
に
伝
え
候
な
り
。

し
か
れ
ば
、
中
将
卿
(
信
雄
)
驚
博
、
不
審
々
々
、
ま
こ
と
大
事
の
出
来
に
付
き
、

我
が
耳
を
疑
い
、
且
つ
は
悲
憤
心
頭
に
達
し
、
落
一
俣
顧
致
し
て
置
く
能
わ
ず
候
。

安
土
右
兵
衛
大
夫
よ
り
の
注
進
は
、
明
智
の
軍
勢
安
土
に
乱
入
の
風
聞
こ
れ
あ
り
。

み

つ
M
ぎ

至
急
身
続
の
人
数
差
し
越
し
な
さ
る
べ
く
申
し
越
し
候
な
り
。
安
土
御
城
下
、
此

度
の
変
事
の
次
第
伝
り
、
町
屋
人
、
右
往
左
往
、
止
ま
る
事
を
知
ら
ず
騒
然
た
れ

ば
、
在
番
の
人
数
手
薄
に
付
き
心
許
な
く
、
中
将
様
御
出
馬
を
促
し
候
。
》
(
巻
十
)
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こ
れ
が
前
野
本
家
の
当
主
た
ち
の
帰
属
集
団
が
知
っ
た
本
能
寺
の
変
で
す
。
松
ケ

島
城
は
、
今
日
の
伊
勢
松
坂
に
あ
り
ま
し
た
。
交
信
長
自
害
の
注
進
に
接
し
た
総
大

将
信
雄
は
、
《
陣
触
れ
》
を
す
る
の
で
す
が
、
や
っ
と
六
月
八
日
に
な
っ
て
、
信
長
の

本
拠
だ
っ
た
安
土
へ
出
陣
、
《
十
一
日
辰
の
五
ツ
半
の
事
、
我
等
(
雄
善
た
ち
)
安
土

の
江
の
口
岸
よ
り
討
入
り
候
と
こ
ろ
、
酉
の
四
ツ
刻
、
御
域
本
丸
よ
り
火
揚
り
、
御

す
ぺ

天
守
炎
上
候
、
た
め
に
術
無
く
候
》
と
い
う
次
第
、
広
壮
な
城
廓
が
火
煙
に
つ
つ
ま

れ
る
の
を
、
扶
手
傍
観
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
信
雄
の
反
応
が
秀
吉
に
比
し
て
鈍
か

っ
た
の
は
、
じ
つ
は
こ
の
時
だ
け
で
な
く
、
彼
の
二
流
さ
は
『
武
功
夜
話
』
中
に
、

し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
前
野
本
家
当
主
た
ち
の
不
幸
で
も

あ
り
ま
し
た
。

前
野
家
で
も
若
年
、
非
行
性
を
帯
び
て
い
た
前
野
長
康
|
|
雄
吉
の
弟
で
あ
り
雄

善
の
叔
父
で
あ
っ
た
長
震
は
、
青
年
期
か
ら
豊
臣
秀
吉
と
行
を
と
も
に
し
た
武
将
で

し
た
。
秀
吉
が
、
木
下
藤
吉
郎
と
い
っ
て
信
長
配
下
の
一
介
の
武
将
だ
っ
た
時
代
か

ら
、
す
で
に
同
志
的
家
臣
で
し
た
。
本
能
寺
の
変
の
と
き
長
康
は
、
播
磨
国
の
三
木

城
に
い
ま
し
た
。
秀
吉
瞳
下
の
重
臣
と
し
て
三
木
城
主
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

彼
の
主
君
秀
吉
は
、
信
長
の
指
令
で
、
備
中
高
松
城
を
攻
撃
の
最
中
で
し
た
。

7 

《
天
正
壬
午
(
一
五
八
二
年
)
六
月
二
日
、
亥
の
刻
四
ツ
半
、
こ
の
一
点
、
天
下

の
大
事
を
知
る
な
り
。
す
な
わ
ち
丹
波
表
の
長
岡
兵
部
(
細
川
幽
斎
〉
股
よ
り
の

御
使
者
到
来
、
前
将
(
前
野
将
右
衛
門
長
康
)
様
、
兵
部
大
輔
様
よ
り
の
密
室
百
を

見
ら
れ
候
い
て
、
懐
然
と
し
て
声
な
し
。
そ
の
場
に
居
合
せ
侯
者
、
前
野
三
太
夫
、

石
崎
頼
母
、
武
藤
惣
左
衛
門
、
上
坂
勘
解
由
左
衛
門
、
二
宮
右
近
大
夫
、
前
野
清

助
門
、
丹
波
よ
り
夜
中
の
御
使
者
に
候
え
ば
、
上
方
に
お
い
て
異
変
の
出
来
、
如

何
な
る
急
変
な
る
や
一
座
罷
り
居
り
侯
衆
、
お
よ
そ
計
り
難
く
前
将
様
の
顔
色
を

窺
い
、
暫
時
の
間
聞
き
札
す
者
と
て
相
無
く
候
。
前
将
様
ま
た
無
言
蒼
顔
な
り
。

や
や
あ
っ
て
気
息
相
調
え
、
兵
部
少
殴
よ
り
の
一
書
の
趣
申
し
語
ら
れ
候
な
り
。

「
明
智
日
向
守
逆
心
、
港
中
の
御
宿
所
本
能
寺
に
人
数
差
し
向
け
不
意
を
討
ち
、

御
運
拙
く
御
最
期
の
注
進
に
候
な
り
、
L

一
座
の
者
天
下
の
大
事
、
気
転
倒
し
て
徒
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ず
べ

ら
に
戸
迷
い
、
な
す
術
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
思
わ
ず
三
太
夫
口
早
に
謂
日
く
、
「
明

智
の
大
軍
日
を
追
っ
て
播
州
乱
入
は
必
定
、
こ
れ
を
支
う
る
に
相
抱
え
の
人
数

お
も
ん
ば
か

慮
る
に
播
州
に
こ
れ
な
く
候
。
筑
前
(
秀
吉
)
様
は
備
中
に
罷
り
在
り
、
姫
路

在
番
の
人
数
と
我
等
併
ぜ
一
千
に
足
ら
ず
、
播
州
の
進
退
、
般
に
は
如
何
に
御
思

案
候
哉
」
と
、
膝
乗
り
出
し
詰
め
寄
り
候
。
そ
の
場
に
御
詰
め
の
者
、
他
に
意
見

お
の
れ

申
す
者
こ
れ
な
く
候
。
た
だ
魂
瞬
を
奪
わ
れ
呆
然
、
自
を
失
い
様
体
浅
間
敷
く
候

な
り
。
こ
の
場
に
お
い
て
下
知
侯
事
。

一
、
兵
部
少
輔
駁
よ
り
の
注
進
、
よ
も
や
相
違
あ
る
間
敷
く
候
。
明
智
日
向
殿
へ

同
心
こ
れ
な
き
の
覚
悟
明
白
、
斯
く
な
る
上
は
徒
ら
に
遼
巡
し
て
、
天
下
後
世
の

そ
し
り
を
招
く
、
こ
れ
武
者
の
本
意
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
本
能
寺
の
出
来
、
急
度

備
中
陣
の
筑
前
様
に
注
進
の
事
。
一
、
直
ち
に
処
所
に
散
在
の
者
ど
も
呼
び
寄
せ
、

陣
用
意
申
し
付
け
る
べ
き
事
。
一
、
姫
路
御
在
番
、
真
野
右
近
(
助
宗
)
の
元
ま

で
こ
の
旨
至
急
注
進
の
事
。
一
、
手
利
の
者
撰
び
摂
津
表
へ
罷
り
立
ち
、
諸
将
の

動
き
細
作
候
い
て
、
上
方
の
明
智
日
向
の
進
退
見
究
め
の
事
。
但
し
上
方
摂
津
表

通
事
の
者
。
一
、
右
の
如
く
前
将
様
御
指
図
な
さ
れ
、
御
具
足
を
着
用
、
御
守
備

先
罷
り
出
で
候
者
、
明
け
て
三
日
寅
七
ツ
半
の
頃
合
い
に
侯
な
り
。
素
走
り
の
前

野
九
郎
兵
衛
、
古
田
吉
左
衛
門
、
備
中
表
へ
罷
り
立
ち
侯
は
卯
六
ツ
刻
に
候
。
酉

四
ツ
刻
ま
で
に
は
御
馬
場
先
に
参
集
の
人
数
、
二
百
有
余
人
急
変
出
来
に
付
き
眠

る
事
も
能
わ
ず
詰
め
居
り
候
。
一
、
大
坂
撰
津
表
罷
り
立
ち
候
者
、
上
坂
勘
解
由

左
衛
門
、
児
玉
左
衛
門
、
小
野
木
重
之
衛
門
、
前
野
伝
左
衛
門
、
田
尻
右
近
大
夫
、

右
の
者
ど
も
首
に
て
十
三
人
、
身
仕
度
相
調
え
卯
の
下
刻
出
で
立
ち
候
。
》
(
巻
十
)

『武功夜話』の文芸的研究(2 )一帯IJfll'のJj法

明
智
光
秀
謀
叛
の
報
に
接
し
た
前
野
長
康
主
従
の
描
写
は
、
緊
迫
感
が
満
ち
て
い

て
見
事
で
す
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
前
野
長
康
の
対
応
の
機
敏
さ
に
注
目
す
べ
き
で

す
。
彼
は
た
だ
ち
に
配
下
の
全
員
に
招
集
を
か
け
て
い
ま
す
。
姫
路
城
へ
至
急
の
注

進
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
姫
路
城
は
、
秀
吉
の
居
城
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
い
わ
で
も
の
こ
と
で
す
が
、
安
土
城
は
近
江
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
西
へ
向
か
っ

て
、
山
城

2
8
・
摂
津
@
播
磨
e

備
前
。
備
中
と
続
い
て
い
ま
す
。
明
智
光
秀
の
居

城
は
今
の
亀
間
に
あ
っ
た
亀
山
城
で
し
た
。
織
田
信
長
が
近
江
安
土
城
を
あ
と
に
し

て
、
京
都
本
能
寺
ま
で
来
た
の
は
、
秀
吉
が
備
中
高
松
城
の
攻
撃
に
難
渋
し
て
、
信

長
に
救
援
を
求
め
た
か
ら
で
す
。
明
智
光
秀
の
軍
も
、
ほ
ん
と
う
は
、
秀
吉
の
い
る

備
中
へ
向
か
う
指
令
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
二
一
木
城
と
姫
路
城
は
播
磨
に
あ
っ
て
、

前
野
長
康
は
三
木
城
で
、
真
野
助
宗
は
姫
路
城
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
秀
吉
出
陣
で
留
守

に
な
っ
て
い
る
播
磨
国
を
か
た
め
て
い
た
の
で
し
た
。
だ
か
ら
長
康
は
姫
路
城
へ
連

絡
し
て
い
る
の
で
す
。
同
時
に
当
然
、
備
中
の
秀
吉
へ
も
注
進
の
使
者
を
お
く
つ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
一
方
、
長
康
は
東
方
摂
津
へ
隠
密
を
は
な
っ
て
摂
津
の
現
状
を
探
紫
さ
せ

て
い
ま
す
。
明
智
光
秀
の
動
き
、
摂
津
に
域
を
も
っ
武
将
た
ち
の
動
向
、
明
智
方
に

つ
き
そ
う
な
武
将
の
有
無
等
を
さ
ぐ
る
た
め
で
す
。
だ
か
ら
摂
津
の
事
情
に
明
る
い

人
物
を
間
諜
に
選
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
前
野
長
康
の
対
応
が
詳
細
に
分
か
る

の
は
、
彼
の
祐
筆
が
記
録
を
轍
密
に
お
こ
な
っ
て
い
た
か
ら
で
、
同
時
に
拙
論
の
冒

頭
で
示
し
た
こ
人
の
人
物
、
前
野
清
助
と
前
野
九
郎
兵
衛
は
、
晩
年
「
武
功
夜
話
』

の
作
者
雄
震
に
、
自
分
た
ち
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
く
に
前
野

清
助
は
長
康
の
股
肱
の
家
臣
で
し
た
。

伊
勢
松
ケ
島
城
に
い
た
信
雄
の
行
動
に
比
し
て
も
、
前
野
長
康
の
賢
明
敏
速
な
対

応
は
擾
れ
た
も
の
で
し
た
。
秀
吉
と
信
雄
と
は
、
信
長
の
配
下
、
直
属
の
大
名
で
す
。

二
人
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
、
お
の
れ
の
軍
勢
を
ひ
き
い
て
明
智
軍
と
対
決
し
て
も
、

お
か
し
く
は
な
い
兵
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
前
野
長
康
は
信
長
直
属
の
武
将
で
は
な

く
て
、
秀
吉
配
下
の
武
将
で
す
。
彼
に
明
智
軍
と
正
面
か
ら
戦
う
兵
力
が
あ
る
は
ず

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
秀
吉
の
指
令
を
仰
ぐ
以
外
、
直
接
明
智
軍
と
対
決
す
る
こ
と
は
、

体
制
に
反
す
る
行
動
で
す
。
つ
ま
り
長
康
は
、
秀
吉
麿
下
の
一
武
将
と
し
て
非
の
う

ち
ど
こ
ろ
が
な
い
対
応
を
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
長
康
ら
の
配
慮
と
行
動
に
基
づ

き
、
秀
吉
は
急
逮
、
備
中
高
松
城
の
攻
撃
を
中
止
、
講
和
を
結
び
、
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
神
速
で
、
播
磨
を
経
て
摂
津
に
向
か
い
、
反
明
智
勢
力
を
組
織
し
て
、
山
崎

8 



に
お
い
て
明
智
光
秀
を
敗
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
一
方
、
信
雄
方
で
も
、

家
臣
た
ち
は
、
光
秀
に
対
す
る
直
接
攻
撃
を
献
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
雄
が

聞
き
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
非
常
に
残
念
が
っ
て
い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
詳

細
も
根
拠
を
も
っ
て
『
武
功
夜
話
』
に
叙
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
『
武
功
夜

話
』
の
作
者
は
、
自
分
の
認
識
が
的
確
に
届
く
と
こ
ろ
、
事
実
が
ー
ー
で
き
れ
ば
内

情
に
い
た
る
ま
で
正
確
に
捕
捉
で
き
る
範
囲
を
厳
密
に
限
定
し
て
「
武
功
夜
話
」
の

執
筆
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
本
能
寺
の
事
件
現
場
を
叙
述
し
な

か
っ
た
よ
う
に
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
的
確
に
認
識
で
き
な
い
こ
と
を
、
借
り
物
の

資
料
や
想
定
で
書
く
こ
と
は
、
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

3 

丘L

こ
の
よ
う
に
『
武
功
夜
話
』
の
作
者
は
、
正
確
な
史
実
@
事
実
認
識
の
た
め
に
、

形
象
化
の
世
界
を
き
び
し
く
限
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
よ
う

に
、
登
場
人
物
の
存
在
に
か
か
わ
る
過
去
a

現
在
の
時
間
的
な
飛
躍
。
往
来
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
制
作
方
法
を
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
作
者
は
し
ば
し

ば
併
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
、
二
度
@
三
度
く

り
か
え
し
章
一
日
く
こ
と
さ
え
起
き
て
い
ま
す
。

一
五
八
四
年
(
天
正
十
二
年
)
、
羽
柴
秀
吉
方
の
勢
力
と
織
田
信
雄
。
徳
川
家
康
連

合
軍
の
あ
い
だ
に
、
い
わ
ゆ
る
「
小
牧
@
長
久
手
戦
」
が
起
き
ま
し
た
。
両
勢
力
の

あ
い
だ
に
は
一
進
一
退
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
、
以
下
に
述
べ
る

の
は
、
こ
の
合
戦
が
二
応
終
っ
て
、
講
和
が
む
す
ば
れ
た
後
の
こ
と
で
す
。
合
戦
終

結
後
の
場
へ
登
場
し
て
き
た
の
が
、
時
の
越
中
領
主
佐
々
成
政
、
お
よ
び
そ
の
家
臣

前
野
勝
長
た
ち
で
す
。
彼
ら
は
親
信
雄
派
で
、
戦
争
続
行
を
主
張
す
る
連
中
で
し
た
。

佐
々
成
政
は
、
や
は
り
『
武
功
夜
話
』
に
お
け
る
重
要
な
存
在
で
、
彼
に
関
す
る

記
述
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
佐
々
成
政
一
門
に
加
わ
っ
て
い
た
の

が
前
野
勝
長
で
、
彼
は
前
野
本
家
十
三
代
当
主
宗
康
の
三
男
、
十
四
代
当
主
雄
吉
の

4m 
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弟
で
す
。
佐
々
成
政
一
族
が
ま
と
め
て
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
巻
一
に
お
い
て
で
す
。

く
ろ
う
ど

《
佐
々
蔵
人
(
成
政
)
、
こ
の
人
、
尾
川
春
日
部
郡
の
井
関
と
い
う
処
に
居
城
な
り
。

長
官
子
(
一
四
八
七
|
一
四
八
九
)
の
江
州
陣
以
来
な
り
。
佐
々
党
、
本
姓
は
江
州

余
語
の
流
れ
、
織
田
治
郎
左
衛
門
敏
定
公
の
江
州
甲
賀
山
の
御
陣
所
に
駆
け
付
け

候
衆
な
り
。
蔵
人
の
世
に
至
り
、
度
重
な
る
軍
功
あ
り
。
同
郡
比
良
な
る
処
に
領

地
を
賜
り
、
初
め
小
田
井
藤
左
衛
門
尉
の
旗
下
な
り
。
岩
倉
伊
勢
守
(
織
田
信
安
)
、

上
回
郡
の
小
守
護
と
な
る
に
及
び
、
蔵
助
(
成
政
)
、
隼
人
(
政
次
)
、
孫
助
、
岩

倉
付
と
相
成
る
も
、
落
去
の
後
は
上
総
介
(
織
田
信
長
)
様
付
、
当
千
の
武
者
輩

に
候
。
舎
兄
(
政
次
)
、
舎
弟
孫
助
、
相
つ
い
で
討
死
、
蔵
助
は
男
子
相
な
き
に
よ

り
、
同
郡
岩
崎
郷
、
丹
羽
勘
介
の
子
、
平
左
衛
門
を
猶
予
と
な
す
な
り
。
平
左
衛

門
の
妹
御
は
、
当
家
(
前
野
)
小
次
郎
尉
宗
康
の
三
男
小
兵
衛
尉
(
勝
長
)
の
室

な
り
。
し
た
が
っ
て
小
兵
衛
尉
は
佐
々
一
門
衆
な
り
。
》
(
巻
一
)

9 

右
の
一
記
述
の
う
ち
、
佐
々
成
政
を
中
心
に
少
し
説
明
す
る
と
、
織
田
信
長
の
尾
張

統
一
の
初
年
、
清
須
域
の
信
長
は
岩
倉
城
の
織
田
信
安
a

信
賢
父
子
と
争
い
、
岩
倉

方
は
敗
北
、
滅
亡
し
た
。
そ
れ
ま
で
岩
倉
城
付
き
だ
っ
た
佐
々
成
政
は
、
こ
の
と
き

か
ら
信
長
の
配
下
に
入
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。
成
政
は
三
人
兄
弟
だ
っ
た
が
、
二

人
は
戦
死
、
生
き
残
っ
た
成
政
に
子
が
な
か
っ
た
の
で
養
子
平
左
衛
門
を
迎
え
た
。

さ
ら
に
平
左
衛
門
の
妹
(
別
の
箇
所
で
は
娘
)
の
婿
だ
っ
た
前
野
勝
長
を
一
門
に
迎

え
た
。
《
内
蔵
助
肢
の
断
つ
て
の
所
望
に
付
き
》
(
巻
四
)
と
『
武
功
夜
話
』
は
記
し

て
い
ま
す
。

佐
々
一
門
に
関
す
る
『
武
功
夜
話
』
の
、
右
の
紹
介
は
素
っ
気
な
い
ほ
ど
簡
潔
で

す
が
、
前
野
家
と
の
姻
戚
関
係
を
ふ
く
め
て
、
じ
つ
に
要
を
得
て
い
ま
す
。
信
長
の

配
下
に
な
っ
た
佐
々
一
門
は
、
多
少
の
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、
信
長
の
指
揮
下
に

鉄
畑
隊
の
精
鋭
と
し
て
活
躍
、
《
武
辺
無
双
》
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
ま
し
た
。
そ

し
て
幾
多
の
難
難
を
の
り
こ
え
、
佐
々
成
政
は
、
小
牧
。
長
久
手
戦
が
行
な
わ
れ
た
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一
五
八
四
年
の
こ
ろ
、
北
陸
越
中
国
の
領
主
に
ま
で
の
し
上
っ
て
い
ま
し
た
。

八
二
年
信
長
自
刃
。
そ
の
あ
と
、
羽
柴
秀
吉
と
明
智
光
秀
、
秀
吉
と
柴
田
勝
家
の
対

決
が
あ
っ
て
、
と
も
に
秀
吉
が
勝
利
を
収
め
、
小
牧
・
長
久
手
戦
で
秀
吉
が
、
信
長

の
二
男
信
雄
@
徳
川
家
康
連
合
軍
と
対
戦
し
た
と
き
、
佐
々
成
政
は
信
雄
@
家
康
方

に
味
方
し
ま
し
た
。
し
か
し
北
国
で
は
、
秀
吉
方
に
つ
い
た
加
賀
前
田
利
家
と
の
合

戦
が
あ
っ
た
り
、
藩
内
の
事
情
が
あ
っ
た
り
で
、
尾
張
へ
進
攻
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
漸
く
前
田
と
休
戦
の
寸
暇
を
え
て
尾
張
来
訪
の
と
き
は
、
す
で
に
一

五
八
四
年
十
二
月
、
佐
々
成
政
は
、
加
賀
国
を
通
過
し
て
い
る
北
陸
道
を
通
る
こ
と

が
で
き
ず
、
厳
寒
深
雪
の
立
山
を
越
え
て
信
濃
を
経
由
し
、
遠
江
と
尾
張
へ
連
絡
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。
冬
の
立
山
越
え
は
困
難
を
き
わ
め
た
で
し
ょ
う
。
今
の
う
ち
に

秀
吉
を
抹
殺
し
て
お
か
な
け
れ
ば
千
載
の
捜
み
を
残
す
と
い
う
、
成
政
が
い
だ
い
た

将
来
展
望
の
強
烈
な
思
い
が
偲
ば
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
成
政
が
遠
江
お
よ
び
尾
張
を

訪
れ
た
と
き
、
小
牧
・
長
久
手
戦
は
す
で
に
終
り
、
講
和
が
結
ぼ
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
信
雄
は
秀
吉
方
へ
人
質
に
自
分
の
娘
を
お
く
り
、
家
康
は
二
男
結
城
秀
康

を
お
く
つ
て
い
ま
し
た
。

五
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遅
れ
て
連
絡
に
来
た
佐
々
一
行
は
、
家
康
に
と
っ
て
も
信
雄
に
と
っ
て
も
、
今
や

迷
惑
な
存
在
で
し
た
。
佐
々
一
行
は
ま
ず
遠
江
浜
松
城
に
徳
川
家
康
を
訪
ね
ま
し
た
。

折
か
ら
織
田
信
雄
も
、
小
牧
@
長
久
手
戦
に
お
け
る
家
康
の
加
勢
に
対
し
て
御
礼
を

言
う
た
め
に
、
浜
松
来
訪
の
途
中
で
し
た
。
三
者
が
か
ち
合
い
そ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
信
雄
の
一
行
に
は
前
野
雄
吉
も
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
佐
々
一
行
に
は
前
野
勝

長
も
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
、
雄
土
ロ
と
勝
長
は
兄
弟
で
す
。

こ
の
二
人
の
兄
弟
の
あ
い
だ
に
は
、
さ
ら
に
前
野
長
康
が
あ
り
、
長
康
は
羽
柴
秀
吉

の
重
臣
で
し
た
。
小
牧
@
長
久
手
戦
の
と
き
、
幸
い
前
野
長
康
は
尾
張
へ
出
馬
し
な

か
っ
た
の
で
、
秀
吉
方
の
長
康
と
信
雄
方
の
雄
吉
と
は
、
兄
弟
対
決
の
悲
哀
を
な
め

な
い
で
済
ん
だ
の
で
す
が
、
事
は
複
雑
で
し
た
。
和
平
な
っ
た
今
、
佐
々
の
家
臣
勝

長
は
、
秀
吉
と
家
康
@
信
雄
の
講
和
に
対
す
る
反
対
者
の
一
員
と
し
て
登
場
し
て
き

た
の
で
す
。

浜
松
へ
ゆ
く
織
田
信
雄
に
随
行
し
て
前
野
雄
士
口
、
が
岡
崎
ま
で
行
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。
徳
川
家
康
の
臣
僚
松
平
家
忠
が
、
雄
吉
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

《
去
る
ほ
ど
に
、
そ
れ
が
し
(
雄
士
口
)
岡
崎
へ
到
着
候
と
こ
ろ
、
泊
所
へ
夜
中
、

と
の
も
の
す
け

松
平
主
殴
助
(
家
忠
)
様
罷
り
越
し
御
尋
ね
な
さ
れ
、
豆
(
外
な
る
事
申
さ
れ
け
る

な
り
。
す
な
わ
ち
越
中
の
佐
々
蔵
助
(
成
政
)
此
度
の
和
議
不
服
申
し
宣
ベ
、
馬

乗
二
十
有
余
騎
、
雪
山
万
里
の
節
所
を
越
え
、
家
康
公
に
拝
謁
、
一
一
一
口
上
申
し
け
る

は
、
「
和
議
は
一
時
の
気
や
す
め
、
此
の
ま
ま
過
ぎ
候
哉
、
筑
前
(
秀
吉
)
の
舵
舶

に
陥
り
、
悔
い
を
千
載
に
残
す
な
り
。
此
の
機
を
失
わ
ず
、
共
に
力
を
寄
せ
合
い
、

東
北
方
両
道
よ
り
兵
を
用
い
な
ば
、
四
国
・
中
国
道
@
九
国
@
紀
州
の
諸
将
、
相

呼
応
し
て
畑
を
揚
げ
、
腹
背
に
敵
を
請
け
進
退
極
る
処
、
そ
れ
が
し
ど
も
北
国
道

よ
り
江
州
へ
乱
入
、
筑
前
の
背
後
を
衝
か
ば
、
勝
利
を
得
る
事
堅
か
る
べ
し
」
と
、

く

3
り
す
ナ

風
雪
を
凌
ぎ
罷
り
来
た
り
候
な
り
。
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
、
貴
辺
は
佐
々
内
蔵
臨
(
成

政
)
の
類
縁
と
承
る
な
り
。
此
度
の
佐
々
内
蔵
助
殴
雇
従
の
内
に
、
御
貴
肢
の
御

舎
弟
前
野
小
兵
衛
尉
(
勝
長
〉
罷
り
在
る
な
り
。
一
行
馬
乗
二
十
騎
は
、
北
国
に

名
高
き
豪
の
者
、
佐
々
平
左
衛
門
・
寺
島
甚
助
@
佐
々
与
左
衛
門
・
前
野
小
兵
衛
@

同
又
五
郎
(
勝
長
長
男
吉
康
)

a

久
世
又
助
・
神
保
越
中
等
、
当
千
の
者
ど
も
に
侯

な
り
。
北
国
衆
気
負
い
立
ち
、
御
主
家
康
公
の
御
出
馬
を
願
い
出
で
候
に
付
き
、

且
田
一
般
遠
州
へ
越
し
候
わ
ば
、
迷
惑
を
蒙
る
や
も
計
り
知
れ
ざ
る
な
り
。
又
の
舎
弟

但
馬
守
(
長
康
)
般
は
、
筑
前
御
内
譜
代
の
宝
臣
な
り
。
そ
れ
が
し
密
か
に
案
ず

ち
ゃ
せ
ん

る
に
、
貴
辺
は
中
将
卿
(
信
雄
)
御
茶
莞
と
申
さ
れ
、
い
ま
だ
小
さ
か
り
し
頃
よ

り
、
軍
忠
二
十
歳
の
春
秋
を
貫
き
、
神
妙
な
る
働
き
、
辛
苦
の
数
々
、
何
人
も
能

存
ず
る
所
、
然
り
な
が
ら
、
虫
拳
一
同
褒
肢
は
世
の
習
い
、
如
何
な
る
事
出
来
候
哉
、

計
り
難
し
、
今
度
は
御
無
事
成
立
ち
、
互
い
に
家
門
長
久
、
宴
に
結
構
な
る
事
に

御
座
候
え
ば
、
一
身
を
も
っ
て
の
進
退
、
岡
崎
に
相
留
り
御
遠
慮
あ
っ
て
然
る
べ

き
と
存
ず
る
次
第
、
子
細
は
そ
れ
が
し
(
家
忠
)
よ
り
三
郎
兵
衛
(
信
雄
の
家
老

滝
川
雄
利
)
殿
に
相
計
り
、
取
り
成
し
願
う
ほ
ど
に
分
別
成
さ
れ
、
と
懇
切
に
申

10 



武

お

も

え

ら

く

あ

あ

し
け
る
な
り
。
孫
九
郎
(
雄
士
口
)
以
為
、
瑳
乎
我
が
心
中
酬
明
か
も
っ
て
樟
る
と
こ

ろ
相
無
し
、
さ
り
な
が
ら
、
事
に
付
き
細
心
に
在
ら
せ
ら
る
る
櫛
主
、
斯
く
の
如

き
大
事
の
刻
、
あ
ら
ぬ
疑
い
を
受
け
、
思
い
の
外
な
る
不
覚
を
取
る
や
も
計
り
難

し
、
懇
切
な
る
主
股
助
置
の
御
諭
し
、
尤
に
侯
な
り
と
て
、
沢
井
左
衛
門
ど
の
@

久
三
郎
殿
に
内
々
に
此
の
由
な
る
を
申
し
含
め
、
持
病
の
発
作
こ
れ
あ
る
に
付
き
、

歩
行
不
自
由
、
宴
に
恐
れ
多
き
次
第
、
こ
の
場
に
て
休
息
の
儀
願
い
奉
り
侯
と
こ

ろ
、
御
承
知
下
さ
れ
、
病
の
差
し
置
き
困
苦
の
段
大
儀
な
り
と
て
、
能
々
御
見
舞

に
越
し
な
さ
れ
恭
き
次
第
、
私
儀
の
た
め
般
(
信
雄
)
を
偽
り
仮
病
を
搭
え
不
忠
、

面
も
向
け
ら
れ
ず
侯
な
り
。
孫
九
郎
(
雄
土
口
)
心
中
町
責
候
も
、
天
下
無
事
に
治

り
候
今
に
お
い
て
、
兄
弟
の
情
、
堵
を
も
っ
て
塞
ぐ
な
り
。
次
の
日
、
中
将
(
信

雄
)
様
御
一
行
、
遠
州
を
差
し
て
急
ぎ
給
う
。
そ
の
日
は
岡
崎
に
止
宿
、
懇
切
な

る
御
取
り
計
ら
い
、
主
股
助
(
松
平
家
忠
)
駁
へ
重
々
御
礼
申
し
上
げ
、
在
所
(
前

野
村
)
へ
罷
り
帰
り
候
な
り
。
》
(
巻
十
四
)

浦松

前
野
雄
土
口
は
前
野
村
の
自
邸
へ
帰
っ
て
も
、
思
い
は
千
々
で
し
た
。
彼
は
こ
ん
ど

の
講
和
を
や
む
を
え
ぬ
な
り
ゆ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
《
越
・
信
の
峻
山
白

雪
を
払
っ
て
隠
密
に
》
や
っ
て
き
た
佐
々
成
政
の
こ
と
、
仮
病
を
構
え
て
弟
に
逢
う

こ
と
を
避
け
た
所
行
、
事
の
実
体
が
発
覚
し
て
主
君
信
雄
か
ら
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
勘
気
、
い
ろ
い
ろ
思
い
や
る
と
不
安
や
心
配
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
の
で
す
。
や
が

て
信
雄
が
清
須
域
へ
帰
っ
た
こ
と
を
知
る
と
雄
吉
は
、
早
速
伺
候
し
ま
す
。
そ
し
て

浜
松
へ
同
行
し
た
家
老
の
滝
川
雄
利
か
ら
事
情
を
聞
い
て
ま
ず
、
ほ
っ
と
し
ま
す
。

滝
川
雄
利
が
言
う
に
は
、
家
康
は
《
密
々
の
取
り
計
ら
い
》
を
も
っ
て
、
織
田
信
雄

を
佐
々
成
政
に
会
わ
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。
家
康
は
老
猶
で
し
た
。
滝
川

お
い
た
わ
り

雄
利
は
さ
ら
に
言
い
ま
す
。
家
康
は
佐
々
成
政
に
対
し
て
《
路
次
の
辛
苦
御
労
な
さ

れ
、
御
一
行
随
従
の
者
ま
で
、
下
に
も
置
か
ぬ
御
饗
応
な
さ
れ
、
「
尾
州
上
下
、
此
度

無
事
の
計
ら
い
、
鼓
腹
し
て
和
気
山
谷
に
満
ち
、
喜
悦
の
様
体
に
候
な
り
。
治
に
乱

を
招
く
の
愚
は
、
天
下
万
民
の
信
を
失
い
、
亡
国
を
作
す
業
な
り
」
と
実
心
を
も
っ
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て
御
鳴
し
な
さ
れ
、
重
々
御
自
重
あ
っ
て
然
る
べ
き
と
》
説
得
し
た
。
豪
気
の
成
政

も
、
や
む
な
く
時
節
を
慨
嘆
し
な
が
ら
、
越
中
へ
帰
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。

こ
う
い
う
場
合
、
注
意
す
べ
き
は
、
〈
そ
れ
で
は
佐
々
成
政
は
そ
の
後
ど
う
し
た
か
〉

と
い
う
ふ
う
に
、
佐
々
成
政
側
へ
視
点
を
移
し
て
叙
述
す
る
こ
と
が
決
し
て
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
前
野
雄
吉
は
安
堵
し
て
前
野
村
へ
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
事
は
、

そ
れ
だ
け
で
決
着
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
武
功
夜
話
』
は
、
前
野
雄
吉
側
に
視
点
を

お
い
た
ま
ま
次
の
よ
う
に
記
し
ま
す
。

し
わ
す
つ
も
ご
り

《
天
正
甲
申
(
一
九
八
四
年
)
趨
晦
目
、
酉
六
ツ
半
刻
、
御
舎
弟
前
野
小
兵
衛
(
勝

長
)
、
佐
々
平
左
衛
門
、
従
者
三
人
、
当
屋
敷
(
雄
吉
邸
)
に
罷
り
越
し
候
な
り
。

ず

き

ん

熊
の
毛
皮
の
胴
着
、
同
半
袴
、
四
尺
に
余
る
野
太
万
を
負
い
、
頭
巾
の
出
で
立
ち
、

ひ

げ

づ

ら

え

き

者
面
の
中
に
眼
光
突
々
、
長
途
慌
惇
し
て
、
相
貌
極
め
が
た
し
。
一
、
前
野
小
兵

衛
勝
長
、
孫
九
郎
尉
(
雄
吉
)
の
末
弟
な
り
。
加
賀
守
と
作
る
人
、
度
々
軍
功
、
を

と

な

み

重
ね
、
佐
々
内
蔵
助
(
成
政
)
の
老
識
な
り
。
越
中
国
利
波
城
主
、
一
万
五
千
石

を
賜
る
な
り
、
時
に
小
兵
衛
五
十
一
歳
、
嫡
子
又
五
郎
吉
康
を
同
道
、
と
も
に
北

国
に
武
辺
の
名
聞
え
高
き
人
な
り
。
小
兵
衛
尉
女
房
は
佐
々
平
左
衛
門
の
妹
な

り
。
》
(
巻
十
四
)

11 

前
野
家
に
は
別
の
記
録
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
巻
十
五
の
記
載
で
は
、
来
訪
者
の
中

に
、
他
に
桜
木
甚
左
衛
門
・
前
野
嘉
兵
衛
ら
が
加
わ
っ
て
い
て
、
合
計
八
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。
巻
十
四
に
比
し
て
、
一
二
名
多
い
の
で
す
。
『
武
功
夜
話
』
の
、
そ
の
後
の

記
事
を
見
る
と
、
八
名
説
の
方
が
史
実
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
佐
々
一
行
は
家
康
に

会
っ
た
あ
と
、
越
中
へ
帰
っ
た
わ
け
で
な
く
、
佐
々
成
政
に
同
行
の
前
野
勝
長
た
ち

は
、
兄
雄
土
口
の
実
家
を
直
接
訪
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
勝
長
た
ち
が
語
る
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
主
君
成
政
は
、
清
須
城
の
信
雄
の
も
と
へ
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
と
い
う

の
で
す
。
む
ろ
ん
《
和
議
の
条
?
を
反
古
に
致
し
、
再
度
兵
馬
を
催
し
、
羽
柴
筑
前

討
た
ず
ん
ば
、
い
よ
い
よ
増
長
し
て
君
臣
の
義
は
廃
れ
》
す
べ
て
の
武
将
が
秀
吉
の
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前
に
馬
を
つ
な
ぐ
辱
め
を
う
け
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
、
今
の
う
ち
に
合
力
し
て
秀

吉
を
討
と
う
と
い
う
説
得
の
た
め
で
す
。
表
現
は
と
に
か
く
、
そ
の
主
張
は
家
康
に

対
し
た
と
き
と
同
じ
で
す
が
、
家
康
と
対
談
し
た
結
果
は
、
滝
川
雄
利
の
言
う
と
こ

ろ
と
相
違
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
長
た
ち
の
言
う
家
康
の
意
見
は
次
の
よ
う
で
す
。
〈
自
分
は
織
田
信
雄
卿
の
意
志

に
ま
か
せ
て
い
る
、
尾
張
か
ら
わ
が
軍
を
撤
退
し
た
の
も
、
信
雄
卿
の
御
意
志
に
従

っ
た
、
家
中
の
者
は
我
慢
で
き
ず
不
服
に
思
っ
て
承
知
し
な
か
っ
た
が
、
せ
っ
か
く

信
雄
卿
が
和
平
交
渉
に
奔
走
し
て
い
る
の
に
違
背
し
て
は
、
織
田
家
に
対
す
る
粉
骨

の
忠
義
も
、
結
局
、
不
義
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
あ
た
り
の
儀
を
御
明
察
ね
が
い

た
い
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
秀
吉
の
勢
力
に
屈
し
た
わ
け
で
は
な
い
、

さ

い

が

ね

ご

ろ

紀
州
の
雑
賀
・
根
来
衆
、
四
国
の
長
曽
我
部
は
、
自
分
に
内
通
し
て
き
て
い
る
、
秀

吉
は
、
先
君
信
長
公
思
顧
の
者
を
て
な
ず
け
、
主
家
た
る
織
田
家
に
対
し
、
あ
る
か

無
き
か
の
振
舞
い
を
し
て
い
て
許
し
が
た
い
、
来
春
を
待
っ
て
決
戦
に
及
ぼ
う
〉
と

一
言
っ
た
。
そ
の
う
え
、
〈
北
越
は
い
ま
深
雪
で
、
軍
勢
を
動
か
し
が
た
い
、
加
賀
の
前

田
利
家
に
備
え
て
国
境
を
か
た
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
〉
と
忠
告
ま
で
し
て
く
れ
て
、

《
義
は
泰
山
よ
り
重
き
と
心
得
候
》
と
言
っ
た
の
で
、
家
康
の
忠
義
の
心
に
感
じ
入

っ
た
、
と
ま
で
言
う
の
で
す
。
滝
川
雄
利
が
語
っ
た
会
談
の
内
容
に
比
し
て
、
家
康

の
、
佐
々
一
行
に
対
す
る
応
接
は
、
無
双
無
類
の
老
猶
さ
で
す
。

後
に
勝
長
の
甥
で
十
五
代
当
主
雄
善
が
、
嫡
子
で
あ
る
『
武
功
夜
話
』
の
筆
者
に

語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
父
雄
士
口
の
沈
痛
は
、
雄
善
も
見
か
ね
る
も
の
で
し
た
。
雄
吉

は
、
松
平
家
忠
が
内
密
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
家
康
が
わ
が
子
を
人
質
に
秀
吉
の

も
と
へ
お
く
つ
た
う
え
は
、
家
康
に
秀
吉
方
と
決
戦
の
意
志
が
な
い
こ
と
を
充
分
知

っ
て
い
ま
す
。
雄
官
は
〈
信
雄
卿
は
姫
を
上
方
(
秀
吉
の
と
こ
ろ
)
へ
差
し
出
し
た

の
だ
、
実
は
自
分
の
子
息
雄
長
が
付
き
添
っ
て
い
っ
た
〉
と
言
っ
て
、
講
和
破
棄
の

む
り
な
こ
と
を
話
し
ま
す
が
、
家
康
・
信
雄
が
秀
吉
勢
と
敵
対
し
な
け
れ
ば
、
越
中

の
領
主
佐
々
成
政
が
、
秀
吉
の
前
に
孤
立
無
援
の
存
在
に
な
る
こ
と
は
、
だ
れ
の
眼

に
も
明
ら
か
で
す
。
勝
長
も
佐
々
平
左
衛
門
も
、
自
分
た
ち
の
、
い
ろ
い
ろ
の
努
力

『武功夜話』の文芸的研究(2 )一一制作の方法一一

と
主
張
を
必
死
に
く
り
か
え
す
の
で
し
た
。
『
武
功
夜
話
」
の
筆
者
前
野
雄
程
は
、
綴

密
に
〈
事
実
〉
に
執
着
す
る
人
で
し
た
。
《
遠
州
浜
松
御
城
徳
川
蹴
と
の
御
就
談
の
趣
》
、

《
前
野
小
兵
衛
、
佐
々
平
左
衛
門
の
顛
末
》
と
も
に
、
家
伝
記
、
喜
左
衛
門
日
記
に

よ
る
と
、
父
雄
善
が
語
っ
た
と
こ
ろ
と
《
多
少
の
相
違
》
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
誌
し
て
置
く
、
と
言
っ
て
、
十
二
月
末
日
、
前
野
勝
長
た
ち
の
到
着
時
刻
の

違
い
を
は
じ
め
、
同
事
件
に
関
す
る
別
の
記
述
を
し
て
い
ま
す
。

雄
吉
は
、
自
分
が
浜
松
へ
行
く
途
中
仮
病
で
帰
っ
た
こ
と
は
勿
論
、
他
に
も
弟
勝

長
に
秘
し
た
事
々
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
松
平
家
忠
が
語
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
秀
吉
方
か
ら
浜
松
城
の
家
康
の
も
と
へ
講
和
の
件
で
き
た
使
者
に
富
田
一
白
が

い
ま
し
た
が
、
彼
は
雄
吉
の
弟
前
野
長
康
配
下
の
人
物
で
し
た
。
そ
れ
で
家
康
の
子

秀
康
を
秀
吉
の
も
と
へ
お
く
る
に
つ
い
て
、
こ
の
前
野
長
康
の
配
慮
を
く
れ
ぐ
れ
も

依
頼
し
た
と
い
う
の
で
す
。
今
度
の
講
和
を
秀
吉
に
献
言
し
、
織
田
家
と
の
関
係
を

《
幾
久
し
く
あ
る
よ
う
て
秀
康
を
《
猶
子
》
と
し
て
迎
え
る
べ
く
講
じ
た
の
も
、
前

野
長
康
と
秀
吉
の
異
母
弟
秀
長
だ
と
い
う
の
で
す
。
く
り
か
え
し
ま
す
が
、
前
野
長

康
は
勝
長
の
兄
で
す
。
こ
う
い
っ
た
類
の
こ
と
を
雄
吉
は
耳
に
入
れ
て
い
な
が
ら
、

勝
長
に
語
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
雄
士
口
は
、
織
間
信
雄
の
《
御
姫
御
様
》

が
秀
吉
の
と
こ
ろ
へ
人
質
と
し
て
行
く
に
当
っ
て
、
雇
従
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
二
男
雄

長
の
こ
と
が
心
配
で
、
長
康
に
一
書
を
送
り
、
よ
き
は
か
ら
い
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

雄
吉
・
勝
長
兄
弟
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
人
の
情
況

は
心
な
ら
ず
も
、
き
び
し
く
対
立
し
て
い
ま
す
。
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佐
々
成
政
の
、
織
田
信
雄
に
対
す
る
説
得
に
、
む
ろ
ん
信
雄
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
小
牧
・
長
久
手
戦
が
激
化
す
る
直
前
、
信
雄
は
成
政
に
、
隠
密
の
使
者
を
お
く

つ
て
い
た
様
子
で
す
。
味
方
に
な
っ
て
尽
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
し
た
の
で

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
は
、
冷
た
い
し
う
ち
で
す
。
家
康
よ
り
叡
智
も
思
慮



武

も
、
は
る
か
に
劣
る
信
雄
の
拒
絶
は
、
佐
々
一
行
を
憤
怒
と
絶
望
に
追
い
込
む
も
の

だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
『
武
功
夜
話
』
の
筆
者
は
、
成
政
と
信
雄
が
直
接

会
談
す
る
場
面
を
想
像
力
で
書
く
こ
と
は
、
け
っ
し
て
し
ま
せ
ん
。
作
者
が
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
圏
外
だ
か
ら
で
す
。
信
雄
が
成
政
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
い
こ
と

は
、
た
ま
た
ま
訪
れ
た
佐
々
一
行
中
の
一
人
、
三
田
村
孫
右
衛
門
が
雄
吉
邸
へ
連
絡

に
来
て
、
信
雄
が
言
語
を
左
右
に
し
て
不
承
知
の
様
子
を
語
っ
た
り
、
や
は
り
佐
々

一
行
の
一
人
で
雄
吉
邸
に
宿
泊
し
て
い
た
桜
木
甚
左
衛
門
が
《
ま
こ
と
に
不
甲
斐
な

き
清
須
衆
の
優
柔
、
筑
前
守
(
秀
吉
)
の
意
を
迎
う
る
に
浪
々
た
る
を
の
の
し
り
、

か
く
の
如
き
腰
抜
け
ど
も
最
早
、
清
須
を
保
ち
得
、
ず
と
嘆
き
、
眠
る
こ
と
能
わ
ざ
る

な
り
》
と
、
そ
の
時
の
様
子
を
見
聞
し
て
い
た
前
野
喜
左
衛
門
が
日
記
に
}
記
載
し
て

お
い
た
か
ら
で
す
。

佐
々
一
行
中
の
八
人
は
前
野
雄
士
口
の
家
に
泊
っ
て
織
田
信
雄
を
説
得
す
る
成
政
か

ら
の
連
絡
を
待
っ
た
。
そ
の
問
、
雄
土
口
。
勝
長
兄
弟
は
時
勢
を
論
じ
あ
っ
た
。
雄
吉

は
戦
争
続
行
の
不
可
能
を
説
い
た
。
《
小
兵
衛
ど
の
、
黙
然
、
心
中
覚
悟
の
様
鉢
に
候
》

と
記
し
て
い
ま
す
。
信
雄
と
の
交
渉
は
不
首
尾
の
ま
ま
《
当
家
に
相
留
る
事
両
五
日
て

努
力
は
報
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
去
っ
て
い
っ
た
。
一
五
八
五
年
正
月
初
頭
の
こ
と
で

す
。
ま
た
佐
々
一
行
は
氷
雪
の
立
山
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
勝
長
は
末
子
嘉
兵
衛

を
前
野
家
に
託
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
嘉
兵
衛
は
ま
だ
十
五
歳
、
若
年
で
同
行
の
郎
党

に
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
す
が
、
悲
運
の
終
末
が
予
想
さ
れ
る
佐
々
党

に
、
こ
の
少
年
を
ま
き
ぞ
え
に
す
る
こ
と
は
、
忍
び
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
尾
張

を
去
っ
た
佐
々
一
行
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
苦
難
に
耐
え
な
が
ら
冬
の
立
山
を

越
え
て
越
中
富
山
へ
帰
っ
た
か
、
ま
た
春
と
と
も
に
、
す
ぐ
予
想
さ
れ
る
秀
吉
の
越

中
攻
撃
に
対
し
て
、
佐
々
成
政
を
は
じ
め
重
臣
以
下
、
ど
の
よ
う
な
防
衛
態
勢
を
し

い
た
か
、
秀
吉
方
と
の
合
戦
に
越
中
勢
が
ど
の
よ
う
に
奮
戦
し
た
か
、
と
い
う
よ
う

な
具
体
的
事
態
は
描
か
れ
ま
せ
ん
。
佐
々
一
門
の
側
か
ら
の
内
情
描
写
は
な
い
の
で

す
。
そ
れ
は
再
三
述
べ
る
よ
う
に
『
武
功
夜
話
』
の
作
者
が
認
識
し
う
る
資
料
不
在

の
世
界
だ
っ
た
の
で
す
。
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も
っ
と
も
「
武
功
夜
話
』
に
は
、
北
国
に
お
け
る
越
中
佐
々
と
加
賀
前
回
の
対
立

事
情
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
書
か
れ
て
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
は
、
前
野
家
を
訪
れ
た

時
の
勝
長
の
話
ゃ
あ
と
に
留
ま
っ
た
嘉
兵
衛
の
話
と
、
翌
年
予
期
さ
れ
た
と
お
り
、

秀
吉
方
の
軍
勢
が
越
中
を
攻
撃
し
た
と
き
出
征
し
た
前
野
雄
士

7
雄
善
父
子
が
、
加

賀
の
前
田
利
家
か
ら
聞
い
て
、
の
ち
に
雄
善
が
記
載
し
た
情
報
に
よ
る
も
の
で
す
。

越
中
と
尾
張
と
、
今
で
い
え
ば
富
山
県
と
愛
知
県
西
部
と
は
、
分
り
き
っ
た
こ
と
で

す
が
、
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
。
佐
々
方
も
前
田
方
も
《
細
作
》
を
は
な
っ
て
情
報
を

得
て
い
た
の
で
す
が
、
前
野
村
へ
来
た
と
き
の
前
野
勝
長
の
証
言
に
よ
る
と
、
信
雄

方
に
つ
い
た
佐
々
一
行
に
は
、
尾
張
へ
出
発
前
、
小
牧
@
長
久
手
戦
の
戦
況
認
識
に

誤
り
が
あ
っ
た
ら
し
く
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
信
雄
@
家
康
方
の
緒
戦
に
お
け

る
勝
利
を
聞
い
て
、
そ
の
後
も
そ
の
有
利
を
臆
測
し
て
い
た
ら
し
く
、
実
態
と
し
て
、

尾
張
国
の
半
分
が
秀
吉
方
の
大
軍
に
際
間
さ
れ
て
い
た
と
か
、
合
戦
の
た
め
に
尾
張

国
が
疲
弊
し
て
戦
争
続
行
が
不
能
に
陥
っ
て
い
る
と
か
い
う
実
情
を
知
ら
な
か
っ

た
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
前
野
勝
長
は
兄
雄
土
口
か
ら
説
明
を
聞
く
ま
で

誤
解
し
て
い
た
。
だ
か
ら
前
野
勝
長
は
故
郷
を
去
る
と
き
す
で
に
、
自
分
た
ち
の
孤

立
と
お
の
れ
の
死
を
充
分
覚
悟
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
加
賀
、
今
の
石
川
県
に
拠
点
を
お
い
て
い
た
前
田
利
家
方
で
は
、

秀
吉
勢
は
羽
黒
や
長
久
手
で
敗
北
し
た
も
の
の
、
全
体
の
趨
勢
と
し
て
、
秀
吉
が
天

た
い
せ
い

下
の
大
勢
を
制
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
。
信
雄
軍
に
組
織
さ
れ
て
越
中

攻
撃
に
参
戦
し
た
前
野
雄
吉
a

雄
善
父
子
は
、
前
田
利
家
か
ら
も
、
佐
々
と
前
田
l
lー

と
も
に
尾
張
出
身
か
つ
旧
知
の
両
家
が
対
立
す
る
に
い
た
っ
た
原
因
を
聞
い
て
い
ま

す
。
む
ろ
ん
前
野
勝
長
か
ら
前
野
の
実
家
で
聞
い
た
対
立
の
原
因
と
相
違
し
て
い
ま

し
た
。
互
い
に
佐
々
方
は
佐
々
方
で
、
前
田
方
は
前
田
方
で
、
お
の
れ
の
正
当
性
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
「
武
功
夜
話
」
の
筆
者
雄
奮
は
、
証
言
者
を
明
示
し
な
が
ら
両
者

の
相
違
を
丹
念
に
記
述
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
に
関
す
る
自
己
の
安
易
な
判
断

を
書
き
ま
せ
ん
。
彼
は
認
識
し
え
た
情
報
の
正
確
な
理
解
と
そ
の
記
述
に
徹
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
う
い
う
彼
の
制
作
態
度
は
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
だ
け
で
な
く
、
『
武

13 
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功
夜
話
』
全
篇
を
通
じ
て
、
不
変
の
方
法
で
す
。

一
五
八
五
年
(
天
正
十
三
年
)
八
月
、
秀
吉
の
大
軍
が
越
中
を
攻
撃
す
る
に
当
り
、

秀
吉
と
講
和
を
結
ん
で
間
も
な
い
織
田
信
雄
は
先
陣
を
命
ぜ
ら
れ
、
前
野
雄
吉
@
雄

差
口
も
、
そ
の
磨
下
に
組
織
さ
れ
て
従
軍
し
ま
す
。
先
陣
に
織
田
信
雄
を
使
用
す
る
と

こ
ろ
に
は
、
秀
吉
の
小
牧
@
長
久
手
戦
に
お
け
る
報
復
お
よ
び
信
雄
と
佐
々
の
聞
を

裂
く
政
略
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
《
乙
酉
(
天
正
十
三
年
)
八
月
、
越
中
佐
々
党
、
加
州

へ
乱
入
に
付
き
、
佐
々
御
退
治
の
た
め
、
北
畠
中
将
卿
(
信
雄
)
越
中
の
御
先
陣
を

仰
ぜ
付
け
ら
れ
候
。
此
度
の
越
中
出
勢
は
本
役
に
付
き
、
尾
張
勢
の
惣
勢
子
、
一
万

二
千
有
余
の
人
数
、
越
中
に
差
し
向
け
候
な
り
。
孫
九
郎
尉
(
雄
士
口
)
@
そ
れ
が
し
(
雄

善
)
共
に
御
供
仕
る
》
と
あ
っ
て
、
前
野
村
か
ら
動
員
し
た
人
数
も
細
か
に
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
雄
土
口
は
と
う
と
う
、
弟
勝
長
と
第
一
線
で
敵
対
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
は
や
は
り
相
当
心
の
痛
む
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
越
中
安
養
坊

の
陣
中
で
、
勝
長
討
死
の
報
に
接
し
、
《
前
世
の
因
縁
な
る
哉
》
と
嘆
息
し
て
い
ま
す
。

雄
吉
父
子
よ
り
も
、
も
っ
と
悲
嘆
に
く
れ
た
の
は
、
前
野
村
に
残
っ
た
勝
長
の
子
嘉

兵
衛
で
し
た
。

f武功夜話Jの文芸的研究(2 )一一制作の方法

《
羽
柴
筑
前
公
(
秀
吉
)
大
軍
を
催
し
、
越
中
の
佐
々
を
征
せ
ら
る
る
の
時
、
北

畠
中
将
(
信
雄
)
卿
は
、
越
中
の
先
陣
を
仰
せ
付
け
ら
れ
発
行
、
越
中
国
安
養
坊

に
陣
所
を
構
え
、
同
国
新
川
郡
へ
討
ち
入
り
候
の
時
、
陣
中
に
お
い
て
、
御
舎
弟

小
兵
衛
般
(
勝
長
)
、
討
死
の
注
進
を
相
聞
く
な
り
。
右
は
親
亀
斎
(
雄
善
)
も
向

陣
、
帰
障
の
後
、
そ
の
由
、
嘉
兵
衛
に
申
し
聞
せ
候
と
こ
ろ
、
嘉
兵
衛
犠
、
悲
嘆

限
り
無
く
候
。
落
一
俣
の
果
て
申
し
け
る
に
、
「
我
志
を
屈
し
、
相
留
り
候
は
、
不
幸

の
第
一
な
り
、
忠
義
も
尽
さ
ず
、
空
し
く
留
り
侯
の
不
覚
、
面
目
な
き
次
第
、
此

度
の
、
我
を
残
し
置
か
る
る
は
無
念
な
り
。
・
:
》
(
巻
十
五
)

嘉
兵
衛
は
、
も
し
佐
々
成
政
や
兄
前
野
吉
康
が
ま
だ
存
命
な
ら
ば
、
今
か
ら
出
征

し
て
自
分
も
戦
い
、
忠
誠
を
尽
く
し
た
い
と
、
伯
父
雄
士
口
に
頼
む
の
で
す
が
、
雄
土
口

は
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

越
中
の
合
戦
は
佐
々
党
の
敗
北
に
終
り
、
佐
々
成
政
は
降
伏
す
る
の
で
す
が
、
成

政
自
身
の
降
伏
場
面
描
写
は
あ
り
ま
せ
ん
。
佐
々
成
政
に
関
す
る
記
載
は
、
そ
の
後

い
き
な
り
、
一
五
八
八
年
(
天
正
十
六
年
)
四
月
八
日
、
摂
津
尼
ケ
崎
で
秀
吉
に
逢

う
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
面
へ
飛
躍
し
て
い
ま
す
。
秀
吉

に
く
だ
っ
た
佐
々
成
政
は
、
秀
吉
の
九
州
島
津
攻
撃
の
と
き
従
軍
し
て
功
を
た
て
、

肥
後
国
を
拝
領
す
る
の
で
す
が
、
秀
吉
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
検
地
の
最
中
、
土
民
の
一

撲
が
お
き
、
失
政
の
責
任
を
と
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、

か
つ
て
秀
吉
の
同
輩
だ
っ
た
成
政
を
抹
殺
す
る
口
実
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
消

息
を
作
者
が
『
武
功
夜
話
」
に
記
述
し
え
た
の
は
、
前
野
勝
長
の
孫
伝
左
衛
門
が
前

野
長
康
の
家
来
前
野
清
助
に
語
り
、
こ
の
清
助
が
、
拙
論
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、

『
武
功
夜
話
』
の
作
者
た
ち
に
語
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
重
複
を
厭
わ
ず
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
『
武
功
夜
話
」
に
お
け
る
〈
時
間

の
表
現
〉
に
つ
い
て
で
す
。
前
野
勝
長
の
子
息
嘉
兵
衛
や
前
田
利
家
た
ち
に
つ
い
て
、

右
に
述
べ
た
記
述
は
、
だ
い
た
い
事
件
が
起
き
た
年
月
、
事
態
に
遭
遇
し
た
時
点
を

中
心
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
『
武
功
夜
話
』
の
著
者
は
、
誤
解
を
お
そ
れ
ず
に
い
え
ば
、
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そ
れ
ら
の
事
件
・
事
態
を
、
起
き
た
〈
当
時
〉
に
主
体
に
お
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
武
功
夜
話
』
の
著
者
は
〈
そ
れ
よ
り
以
前
の
過
去
〉

も
〈
そ
れ
よ
り
以
後
〉
の
執
筆
時
点
た
る
現
在
も
、
自
由
に
往
来
す
る
制
作
方
法
を

と
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
〈
大
過
去
〉
も
〈
過
去
〉
も
〈
現
在
〉
も
、
飛
躍
を
か
ま

わ
ず
作
者
の
胸
中
を
自
在
に
往
来
す
る
の
で
す
。

前
野
嘉
兵
衛
に
関
す
る
次
の
記
載
は
、
『
武
功
夜
話
」
執
筆
時
に
お
け
る
嘉
兵
衛
に

つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。
〈
父
勝
長
の
討
死
を
聞
い
て
悌
泣
し
た
嘉
兵
衛
〉
よ
り
も
ず

っ
と
後
、
何
十
年
か
後
の
嘉
兵
衛
、
年
老
い
て
死
ん
だ
嘉
兵
衛
に
関
し
て
記
し
て
い

て
、
そ
れ
が
同
じ
巻
十
五
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。



《
当
家
(
前
野
家
)
一
裏
屋
敷
の
小
二
郎
丸
に
住
居
す
る
嘉
兵
衛
は
今
人
な
り
、
嘉

兵
衛
の
親
の
嘉
兵
衛
の
事
な
り
。
:
:
:
前
野
嘉
兵
衛
は
、
の
ち
吉
田
と
改
む
、
孫

九
郎
尉
(
雄
土
ロ
)
養
う
な
り
。
一
、
前
野
小
兵
衛
尉
(
勝
長
)
供
養
塔
一
一
基
、
こ

れ
は
嘉
兵
衛
の
建
立
に
候
な
り
。
こ
の
武
功
記
を
作
書
の
時
、
嘉
兵
衛
存
命
な
り
。

せ
が
れ

喜
左
衛
門
の
紛
清
助
と
共
に
筆
を
把
る
な
り
。
》
(
巻
十
五
)

武

こ
れ
は
徳
川
時
代
の
寛
永
(
一
六
二
八
一
六
四
四
)
年
問
、
『
武
功
夜
話
』
執
筆

時
こ
ろ
の
こ
と
で
ぷ
有
為
転
変
は
世
の
習
い
な
る
哉
、
佐
々
党
亡
じ
て
五
十
有
余
年
、

寛
永
の
今
の
世
に
、
諸
々
の
人
、
甘
夢
を
貧
る
の
時
、
秋
霜
の
義
気
、
翻
雲
覆
雨
の

語
を
招
く
な
り
、
書
記
す
る
も
意
乱
れ
て
此
く
の
加
く
侯
な
り
》
(
巻
十
五
)
と
南
窓

庵
記
に
書
い
た
時
と
同
質
の
、
嘉
兵
衛
回
顧
な
の
で
す
。

ま
た
前
田
利
家
に
関
し
て
は
、
越
中
合
戦
の
う
ち
佐
々
と
の
不
和
に
つ
い
て
利
家

の
陳
述
を
記
し
た
直
後
、
同
じ
巻
十
五
の
中
で
突
如
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

i市松

《
一
、
越
中
の
佐
々
蔵
助
(
成
政
)
、
加
州
の
前
田
又
左
衛
門
(
利
家
)
、
何
れ
も

尾
張
出
の
者
、
こ
の
両
人
は
、
羽
柴
筑
前
守
(
秀
吉
)
い
ま
だ
草
奔
の
間
、
尾
川

上
郡
浪
々
の
噴
よ
り
、
院
懇
を
暖
め
、
互
い
に
相
見
知
り
の
人
々
に
候
な
り
。
殊

に
前
田
又
左
衛
門
、
信
長
公
の
勘
気
蒙
り
、
清
須
を
退
去
、
諸
国
流
牢
の
時
、
比

良
の
佐
々
蔵
助
所
に
寓
居
候
事
あ
り
。
:
:
:
(
南
窓
庵
記
)
》
(
巻
十
五
)

そ
し
て
そ
の
あ
と
、
当
面
す
る
別
の
話
題
が
展
開
す
る
の
で
す
が
、

前
田
利
家
に
及
ん
で
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
連
想
が
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《
一
、
加
州
の
前
田
又
左
衛
門
と
言
う
の
は
、
後
の
大
老
職
、
加
賀
大
納
言
利
家

公
の
事
。
利
家
公
い
ま
だ
若
年
の
頃
、
亡
き
信
長
公
の
御
勘
気
を
蒙
り
、
諸
国
流

牢
の
時
、
尾
州
春
日
部
比
良
の
佐
々
屋
敷
に
寓
居
あ
る
由
。
天
正
酉
歳
(
十
三
年
)

大
軍
を
も
っ
て
越
中
の
佐
々
退
治
の
折
、
又
左
衛
門
尉
、
筑
前
公
に
取
り
成
し
一

方
な
ら
ず
、
ま
こ
と
に
信
義
厚
き
御
仁
な
り
。
後
年
、
前
野
但
馬
守
(
長
康
)
伏

見
城
中
に
お
い
て
関
白
秀
次
公
、
行
跡
不
行
き
届
き
の
寛
吉
の
御
答
め
こ
れ
あ
る

時
、
諸
候
の
内
、
又
左
衛
門
蹴
只
一
人
、
理
非
を
弁
じ
御
取
り
成
し
こ
れ
あ
る
由
。
》

(
巻
十
五
)

こ
う
し
て
『
武
功
夜
話
』
の
作
者
は
、
当
面
す
る
事
態
を
め
ぐ
っ
て
〈
過
去
〉
と

〈
そ
の
後
〉
を
飛
躍
し
て
往
来
す
る
た
め
に
、
ま
た
史
実
の
過
度
な
探
求
の
た
め
に
、

し
ば
し
ば
記
事
の
重
複
さ
え
ひ
き
お
こ
す
の
で
す
が
、
こ
の
重
複
は
制
作
方
法
が
も

た
ら
す
内
的
必
然
で
あ
っ
て
、
「
武
功
夜
話
』
が
作
品
の
立
体
化
、
重
厚
化
を
獲
得
し

え
た
所
以
で
も
あ
る
の
で
す
。

「
武
功
夜
話
』
は
基
本
的
に
は
年
代
順
に
書
い
て
い
っ
た
戦
記
文
学
で
す
。
し
か

し
年
代
順
に
書
い
て
ゆ
き
な
が
ら
、
状
況
に
対
す
る
証
人
の
陳
述
に
内
容
の
相
違
が

あ
る
と
、
同
じ
事
態
に
つ
い
て
併
記
す
る
必
要
が
生
じ
た
り
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た

人
物
の
過
去
や
そ
の
後
の
生
涯
に
連
想
が
及
ぶ
と
、
平
気
で
そ
れ
を
繰
り
返
し
た
り
、

資
料
不
足
か
ら
〈
認
識
の
限
界
〉
を
越
え
て
し
ま
う
と
、
平
然
と
省
略
飛
躍
し
た
り
、

結
局
、
年
代
一
記
は
ゆ
き
つ
戻
り
つ
、
悠
々
た
る
大
河
の
流
れ
を
思
わ
せ
る
作
品
に
な

っ
て
い
ま
す
。
作
者
に
は
、
書
か
ず
に
い
ら
れ
な
い
情
熱
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
で
す
。
そ
れ
は
、
せ
っ
か
ち
な
読
者
に
は
読
み
通
せ
な
い
ほ
ど
、
悠

揚
た
る
展
開
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
期
せ
ず
し
て
、
廉
直
正
義
の
士
よ
り
も
、
時
流
に
敏
感
か
つ
機

敏
な
人
、
他
人
を
犠
牲
に
し
て
顧
み
な
い
人
、
利
に
さ
と
い
人
、
権
力
の
座
を
占
め

る
た
め
に
あ
ら
ん
隈
り
の
工
夫
と
努
力
を
重
ね
る
人
、
人
心
収
境
の
た
め
に
無
双
の

知
恵
を
発
揮
す
る
人
、
権
力
を
握
る
と
横
暴
に
な
る
人
、
等
々
|
!
あ
る
い
は
、
こ

れ
こ
そ
が
人
間
の
原
質
で
あ
り
本
質
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
人
物
た
ち
も
、
作
中
で

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
故
属
す
る
作
品
た
り
え
た
の
で
す
。
作
者
自
身
は
、
た
ぶ

ん
廉
直
の
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
す
。
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